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1 Tekla Structures 2021 リリース ノ
ーツ

Tekla Structures 2021 へようこそ。

このバージョンのさまざまな新機能と改良点については、以下の情報を確認してく
ださい。

• 新しい Tekla Structures サブスクリプションおよび起動の変更点 (9 ページ)

• 新しい [インストラクター] サイド パネル (16 ページ)

• DirectX レンダリングの改良点 (20 ページ)

• 製品またはキャスト ユニットの一括編集 (22 ページ)

• 新しいクリップ平面: ビュー デプスのクリップ平面 (30 ページ)

• 新しい止まり穴と、ボルト孔の改良点 (31 ページ)

• 鉄筋の改良点 (33 ページ)

• 新しくなった形状カタログ (37 ページ)

• 参照モデルの干渉チェックの改良 (38 ページ)

• コンポーネントの改良点 (41 ページ)

• カスタム コンポーネント処理の改良点 (49 ページ)

• モデリングの改良点 (51 ページ)

• Trimble Connect ソリッドビューアーの改良点 (57 ページ)

• 図面レイアウトの改良点 (61 ページ)

• 寸法の改良点 (64 ページ)

• 図面複製の改良点 (70 ページ)

• 図面のその他の改良点 (73 ページ)

• Tekla Model Sharing の改良点 (80 ページ)

• Trimble Connector の改良点 (83 ページ)

• 自動プレキャスト制作用ツールの更新 (88 ページ)
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• Tekla Structural Designer のインポート/エクスポート (96 ページ)

• Tekla EPM プラグインを使用した Tekla EPM への Tekla Structures モデルのエク
スポート (99 ページ)

• 相互運用性のその他の改良点 (101 ページ)

• テンプレート エディター、テンプレート、レポートの更新 (106 ページ)

• 詳細設定の変更点 (109 ページ)

• テンプレート属性の変更点 (113 ページ)

• Tekla Structures 2021 修正リスト

サービス パック

現在利用できるサービス パックで加えられた新機能、改良点、修正については、
次のリンクを参照してください。

• Tekla Structures 2021 SP1

互換性

未完成のモデルは、現在利用しているバージョンの Tekla Structures を使用して完成
させることをお勧めします。

今回のバージョンには下位互換性がありません。Tekla Structures 2021 でモデルを
作成または保存すると、以前のバージョンではデータベースが異なるため開くこと
ができません。

Tekla Structures 2021 は、64 ビット版 Windows オペレーティング システムにしかイ
ンストールできません。

詳細については、「ハードウェア推奨仕様」を参照してください。

Tekla Structures 2021 では、Tekla ライセンス サーバー 2017 以降が必要です。Tekla
Structures の現在のバージョンで使用するライセンス サーバー バージョンを確認
するには、「Tekla ライセンス サーバー 2020 のハードウェア推奨事項」を参照して
ください。

管理者向けリリース ノーツ

上級ユーザーは、「Tekla Structures 管理者向けリリース ノーツ (119 ページ)」を一
読し、今回のリリースで追加されたカスタマイズ設定の適用方法をご確認くださ
い。

ローカライゼーション リリース ノーツ

今回のリリースにおける環境固有の変更点については、「ローカライゼーション リ
リース ノーツ (138 ページ)」で説明しています。

Tekla Open API リリース ノーツ

Tekla Open API リリース ノーツは「Tekla Developer Center」にあります。

Tekla Structures 2021 リリース ノーツ 8
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2 新しい Tekla Structures サブスク
リプションおよび起動の変更点

新しい Tekla Structures サブスクリプション サービスには、操作性を最大限に活用
するために必要なものがすべて含まれています。中心となるのは Tekla Structures
ソフトウェアです。利用可能なすべてのサービスとオンライン ライセンス ツール
によってサポートされており、作業の生産性が向上します。

2.1 サブスクリプションの内容

含まれている製品

新しいサブスクリプション サービスには、オンライン Tekla Structures ライセンス
だけでなく、コラボレーションをサポートする Trimble Connect ライセンスも含ま
れています。Tekla Structures のライセンス構成が次の 3 つに集約されました。

• Tekla Structures Diamond は、詳細設計および製作情報を扱います。

• Tekla Structures Graphite は、モデリングおよび設計ドキュメントを扱います。

• Tekla Structures Carbon は、表示およびコラボレーションを扱います。

以前のライセンス構成は、これまでと同様オンプレミス ライセンスでは引き続き
使用される点に注意してください。

含まれているサービス

サブスクリプションには、さまざまなサービスが含まれています (BIM ソフトウェ
ア トレーニングおよびサポート サービス)。

含まれているオンライン ライセンス

Tekla Structures サブスクリプション ライセンスは、Tekla Online Admin tool で管理
されます。ユーザー管理は、内部ユーザーと外部ユーザーの両方を同じツールで行
います。Tekla Online Admin tool では、ライセンスの使用状況データにアクセスし
たり、同じツールから簡単にサブスクリプションの更新を管理したりできます。

新しい Tekla Structures サブスクリプションおよび起
動の変更点

9 サブスクリプションの内容

https://www.tekla.com/services
https://www.tekla.com/services
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サブスクリプションのメリット

新しい Tekla Structures サブスクリプションを利用すると、Tekla Structures ソフトウ
ェアおよび関連するすべてのサービスに対して、よりシンプルで簡単かつ柔軟な方
法でアクセスできます。

新しい Tekla Structures サブスクリプションでは、次のことを行えます。

• 小さい先行投資で新しいライセンスを入手できる。

• お客様のニーズを、簡略化された Tekla Structures の構成セットに簡単に対応付
けることができる。

• 構造材料で制限されないソフトウェアを使用して、新しいビジネス チャンスを
得ることができる。

• すべての Tekla Structures ライセンスとユーザーをオンラインで一元的に管理
し、ライセンスの使用状況を確認できる。

• 変化するビジネス ニーズに応じて、ライセンス ベースのバランスをより柔軟に
取ることができる。

• オフィスへの VPN 接続やライセンス持ち出しツールを使用しなくても、どこで
もライセンスを使用できる。

オンライン ライセンスのタイプ

Tekla Structures オンライン ライセンスは、更新型サブスクリプションまたは期限付
きサブスクリプションとして購入いただくことになります。更新情報などのライ
センスの詳細は、Tekla Online Admin Tool を参照してください。オンライン ライセ
ンスにより、Tekla Structures Carbon、Tekla Structures Graphite、または Tekla
Structures Diamond のライセンスのロックが解除されます、徐々に多くの製品機能
が有効になります。

Tekla Online 管理者は、ユーザーにライセンスを割り当てます。Tekla Structures オ
ンライン ライセンスは、シングルユーザー ライセンスと呼ばれます。各ユーザー
に Trimble Identity および Tekla Structures サブスクリプション ライセンス シートが
必要です。

柔軟性を高めるため、ニーズに応じてさまざまなライセンス タイプが用意されて
います。

• StandardTekla Structures のオンライン サブスクリプション ライセンスをお持ち
の場合、1 暦年で 4 回までライセンスを割り当てることができます。これによ
り、従業員の業務内容が変わったり退職したりするなど、予期しない変更が発
生した場合でもライセンスを使用し続けることができます。
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• Flex および Worldwide ライセンスは、制限なくユーザー間で再割り当てできま
す。ライセンスをあるユーザーから別のユーザーに切り替える場合は、これら
のライセンスのいずれかを選択する必要があります。

• Standard および Flex ライセンスは、購入国でのみ使用する必要があります。
Worldwide ライセンスは、任意の国のユーザーに割り当てることができます。

• Standard、Flex、および Worldwide のライセンスは、従業員と外部ユーザーの両
方に割り当てることができます。

2.2 起動の変更点

• 以前と同じように Tekla Structures および 1 つ以上の Tekla Structures 環境を
Tekla Downloads からダウンロードしてインストールします。

環境をインストールせずに Tekla Structures を起動した場合、起動を続行する前
に環境をインストールするように促すメッセージが Tekla Structures に表示され
ます。

• Tekla Structures 拡張パッケージ (.tsep) をお持ちの場合、やはりインストール

が必要なため、インストールに関する進行状況ダイアログ ボックスが Tekla
Structures に開きます。このダイアログ ボックスでは、必要に応じてインストー
ルをキャンセルできます。ただし、キャンセルしても環境設定ファイルはイン
ストールされる点に注意してください。インストール キューの他の拡張機能
はキャンセルされ、以前と同じように次の起動時に延期されます。
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• Trimble Identity にサインインします。オンライン ライセンスの場合、これは必
須です。

Cookie ポリシー メッセージが表示された場合、[X] をクリックして非表示にし
ます。

デフォルトのサインイン期間は 30 日です。それ以降は新しいログインが必要
になります。

• 新しいオンライン サブスクリプション ライセンスがデフォルトのライセンス
オプションになりました。新しくなったライセンス ダイアログ ボックスでは、
[テクラオンラインライセンスを使用] ライセンス オプションがデフォルトで
選択されており、オプションの下にユーザー名が表示されます。

オンプレミス ライセンスをお持ちの場合、[オンプレミス ライセンス サーバー
を使用] オプションを選択する必要があることに注意してください。
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• Tekla Structures を起動すると、以前と同じように使用できるライセンスがリス
トに表示されます。環境、役割、およびライセンスを選択して [OK] をクリッ
クすると、その時点でライセンスが消費されるようになりました。以前は、モ
デルを開いたときに消費されていました。

• オンライン ライセンスを解放し、別のコンピューターで同じライセンスを使用
できます。これを行うには、最後の確認メッセージ ボックスで、[この装置名に
特化してこのライセンスを保持する] チェック ボックスをオフにします。

• オンライン ライセンスのスムーズな利用と、Tekla ソフトウェア製品を補完す
る Tekla Online services については、「Tekla Online services に接続するための要
件」を参照してください。

2.3 オフラインでの作業にオンライン ライセンスを使用可能

オンライン ライセンスでは、Tekla Structures を簡単にオフラインで使用できます。
Tekla Structures をオフラインで使用するには、Tekla Structures を閉じ、最後の確認
メッセージ ボックスで [この装置名に特化してこのライセンスを保持する] チェッ
ク ボックスがオンになっていることを確認します。オフラインで使用できる時間
は最大 3 日です。

オンラインで使用中に Tekla Online ライセンス サービスへの接続が失われた場合、
通知が表示されます。その場合、Tekla Structures がオフライン モードになり、通知
に表示されている時間の間、正常に動作し続けます。

• 通知メッセージは、オフラインでの使用に要する時間によって変わります。

• Tekla Structures は、自動的に再接続を試みます。[再接続を試す] ボタンをクリ
ックして、手動で再接続を試みることもできます。ボタンが無効になっている
場合は、現在再接続できないことを意味します。ボタンが有効になるまで待っ
てから、再試行することをお勧めします。

新しい Tekla Structures サブスクリプションおよび起
動の変更点

13 オフラインでの作業にオンライン ライセンスを使用
可能

https://teklastructures.support.tekla.com/support-articles/requirements-connecting-tekla-online-services
https://teklastructures.support.tekla.com/support-articles/requirements-connecting-tekla-online-services


• オフライン モードの時間がなくなると、Tekla Structures を使用することができ
なくなります。[モデルを保存して Tekla Structures を閉じる] または [Tekla
Structures を閉じる] のいずれかを実行できます。

2.4 リボン選択での役割の使用

従来のオンプレミス ライセンスでは、すべてのメイン Tekla Structures ユーザー グ
ループ (鉄骨詳細設計者や鉄筋詳細設計者など) にそれぞれ独自のライセンスがあ
り、そのライセンスに基づいて Tekla Structures に適切なリボンが表示されます。

サブスクリプション ライセンスでは、同じライセンスが各種 Tekla Structures ユー
ザー グループで使用されるようになりました。たとえば、鉄骨詳細設計者、プレ
キャスト詳細設計者、鉄筋詳細設計者はすべて Tekla Structures Diamond ライセン
スを使用します。

鉄骨詳細設計者向けの鋼材固有のリボンなど、特定の Tekla Structures ユーザー グ
ループのための適切なリボンは、Tekla Structures の起動時に Tekla Structures 設定ダ
イアログ ボックスで役割選択を使用して定義されるようになりました。

環境内の役割固有の .ini ファイルに、特定の役割のリボンを定義する新しい詳細設
定 XS_RIBBON_CONFIGURATION_DIAMOND、
XS_RIBBON_CONFIGURATION_GRAPHITE、および 
XS_RIBBON_CONFIGURATION_CARBON が含まれています。これらの詳細設定

は、リボン ファイルのライセンス識別子を指定します。新しいライセンス ID 番号
を作成することはできません。

詳細については、「環境、役割、およびライセンスの概要」を参照してください。

2.5 起動時のサインイン ダイアログ ボックスのスキップ

Tekla Structures の起動時にサインイン ダイアログ ボックスをスキップするための
新しい詳細設定 XS_SKIP_START_UP_SIGNIN_ON_PREMISE_LICENSING が追

加されました。この詳細設定を TRUE に設定すると、サインインがスキップされま

す。これは、オンプレミス ライセンスを使用していて、サインインしたくない場
合やサインインできない場合に特に役立ちます。この詳細設定は、起動の初期段階
で Tekla Structures に読み込まれる必要があります。これは、バッチ ファイル、ま
たは bypass.ini で Windows 環境変数として設定できます。

2.6 企業フォルダー、プロジェクト フォルダー、システム フォ
ルダーが使用できないといった、間違った設定での利用を避
ける

Tekla Structures を起動し、モデルを読み込んでいる際に、企業フォルダーとプロジ
ェクト フォルダーが見つからない場合に警告が表示されるようになりました。こ
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の警告は、Tekla Structures ウィンドウとセッション履歴ログ ファイルの両方に表示
されます。これらのフォルダーは、現在の Tekla Structures セッションで使用できな
いため、設定が間違っている場合は機能しません。

また、存在しない、またはアクセスできないシステム フォルダーに関する警告も
表示されます。これらのシステム フォルダーは、現在の Tekla Structures セッショ
ンで使用できないため、設定が間違っている場合は機能しません。

これらのフォルダーを読み込んだ状態で起動し、モデルを開きます。
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3 新しい [インストラクター] サイ
ド パネルとヘルプの他の変更点

新しい [インストラクター] サイド パネル ウィンドウを使用して、Tekla Structures
を簡単かつスムーズに学習できるようになりました。

Tekla Structures 2021 には、新しいサイド パネル ウィンドウ [インストラクター] が
導入されており、現在アクティブなリボン コマンドの使用方法が表示されます。
[インストラクター] サイド パネル ウィンドウに表示される内容は次のとおりで
す。

• コマンドの簡単な説明

• コマンドの使用手順

• コマンドの使用方法に関する短いサンプル アニメーション

• Tekla User Assistance にある詳細なビデオと手順へのリンク

[インストラクター] は、モデリング モードと図面モードの両方で、すべてのリボ
ン コマンドに使用できます。

新しい [インストラクター] サイド パネルとヘルプ
の他の変更点
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インストラクターの使用方法

1. まず、[インストラクター] サイド パネル ウィンドウを開きます。[インストラ

クター] を開くには、サイド パネルで  をクリックします。

2. リボンで任意のコマンドをクリックします。

[インストラクター] に、選択したコマンドの手順が表示されます。

コマンドの詳細については、[インストラクター] の [詳細については Tekla
User Assistance を参照] にあるリンクをクリックしてください。

新しい [インストラクター] サイド パネルとヘルプ
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3. リボンで他の任意のコマンドをクリックします。

[インストラクター] の内容が変更され、新しく選択したコマンドの手順が表示
されます。

独自の [インストラクター] コンテンツの作成

[アプリケーションとコンポーネント] カタログでは、ツールのサイド パネル ヘル
プを簡単に作成できます。[インストラクター] には、選択内容に基づいてコンテン
ツが表示されるため、各種コンポーネントを選択する際のアドバイスをユーザーに
表示したり、ツールを実行する前に手順を示したりするなど、役に立つ情報を表示
できます。この機能を最大限に活用するには、両方のパネルが表示されるようにユ
ーザーがサイド パネルを配置する必要があります。これは、カスタム コンポーネ
ントのヘルプ機能に代わるものではないため、別のコンテキスト (F1) ヘルプ ペー
ジをカスタム コンポーネント ダイアログに関連付けることができます。

1. [アプリケーションとコンポーネント] カタログで、ヘルプを追加するツールを
選択します。

2. [インストラクター] で [ヘルプ ファイルの追加] ボタンをクリックします。

選択内容に従って、必要なファイルを作成するためのダイアログ ボックスが
開きます。コンテンツは、モデル フォルダー、プロジェクト フォルダー、企
業フォルダー、またはシステム フォルダーに保存できます。Standard のフォル
ダー検索順序は以下のとおりです。

Tekla Structures で、[アプリケーションとコンポーネント] カタログ内のツール とヘ
ルプ コンテンツ用の HTML ファイルの間のリンクを定義する XML ファイルが作
成されます。HTML ファイルは、別個のファイルを言語固有のフォルダーに分割す
るフォルダー構造に保存されます。コンテンツの XML ファイルとルート フォル
ダーは、ドキュメント化するツールの識別子に従って名前が付けられます。保存で
きる保存場所間でファイルをコピーすることはできますが、ファイルやフォルダー
の名前を変更したり、フォルダー構造を変更したりしないでください。

ヘルプ コンテンツを作成するには、お好きなテキスト エディターや他の編集ツー
ルを使用して、生成された HTML ファイルを編集するか、テンプレート ファイル
を完全に上書きします。

Tekla ヘルプ ビューワーの削除

別個の Tekla ヘルプ ビューワーが削除されました。F1 または Ctrl+F1 を押すと、

User Assistance がデフォルトの Web ブラウザーで開きます。この変更により、余分
なクリック操作を行わなくても好みのブラウザーで User Assistance の内容を開く
ことができるため、ヘルプがより使いやすくなっています。

Tekla User Assistance オンライン サービスから直接 User Assistance ページを開く代
わりに、オフライン ヘルプ パッケージをインストールすることもできます。

新しい [インストラクター] サイド パネルとヘルプ
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ステータス バー メッセージの改良

Tekla Structures ウィンドウの下部にあるステータス バーの表示が新しくなり、より
分かりやすくなりました。ステータス バーに表示される短い表示の多くが改良さ
れ、ツールを使用するために必要な手順と、より詳細な情報が表示されるようにな
りました。

Tekla User Assistance でのアクセス変更

保守契約ユーザー以外もサポート記事を参照できるようになりました。Tekla User
Assistance サービスにログインせずに、サポート記事を表示できるようになりまし
た。これにより、サービスをより簡単かつ迅速に利用できるようになり、アカウン
トが正しく設定されていない場合やログイン時に問題が生じた場合でも、必要な情
報にすべてのユーザーが確実にアクセスできるようになります。

新しい [インストラクター] サイド パネルとヘルプ
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4 DirectX レンダリングの改良点

Tekla Structures 2021 では、いくつかの改良により DirectX レンダリングがさらに強
化されています。

4.1 従来の OpenGL レンダリングを有効にするオプションで
DirectX レンダリングを無効にするオプション

デフォルトの DirectX レンダリングを無効にし、従来の OpenGL レンダリングを使
用するには、ファイル --> 設定 --> スイッチ の新しい [レガシー レンダリングを使
用する] オプションを使用します。このオプションが [オフ] の場合、DirectX レン
ダリングが使用されます。このオプションが [オン] の場合、OpenGL レンダリング
が使用されます。

[レガシー レンダリングを使用する] オプションは、以前に使用されていた [DirectX
レンダリング] オプションを置き換えるものです。

レンダリング設定はモデル ビュー固有であり、モデル ビューごとに異なるレンダ
リング オプションを使用できます。

4.2 以前に使用されていた DirectX 関連詳細設定を置き換える
[ファイル] メニューの新しいスイッチ

ファイル メニュー --> 設定 --> スイッチ で、新しい [オーバーラップする仕上げ材
のハッチ (塗りつぶし)] オプションと [陰線の破線] オプションを使用できるよう
になりました。これらのオプションは、同じ平面上のオーバーラップする仕上げ材
のハッチ (塗りつぶし) のオンまたはオフ、および部材の縁端線の破線を DirectX で
レンダリングされたモデル ビューに表示するかどうかを制御します。

[オーバーラップする仕上げ材のハッチ (塗りつぶし)] を変更するには、ビューを再
度開く必要があります。

[陰線の破線] を変更するには、Tekla Structures を再起動する必要があります。
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これらのオプションは、以前に使用されていた詳細設定 
XS_HATCH_OVERLAPPING_FACES_IN_DX と XS_USE_DASHED_HIDDEN_LINES
を置き換えるものです。

4.3 DirectX のパフォーマンスを測定するための新しい
TeklaMark ツール

DirectX 3D レンダリング エンジンのパフォーマンスを測定する場合、新しい Tekla
Warehouse から TeklaMark ツールを使用します。このツールには、次の 3 つのバー
ジョンが用意されています (鋼材用、コンクリート用、エンジニアリング用)。この
ツールは、プロセッサ速度、読み込み時間、平均描画時間、フレームごとの詳細な
ど、Tekla Structures で一般的に使用されるグラフィック情報の処理速度をテストし
ます。

このツールでは、ハードウェア設定のスコアが表示されます。さまざまなハードウ
ェア設定で収集されたパフォーマンス データを確認するには、TeklaMark サポート
記事を参照してください。

4.4 新しい詳細設定 XS_SHOW_STATISTICS_IN_DX
DirectX レンダリング モデル ビューに統計と使用されているレンダリング デバイ
スを表示するには、詳細設定 XS_SHOW_STATISTICS_IN_DX を使用します。統計

は、モデル ビューの左下隅に、1 秒あたりのフレーム数の測定値として表示されま
す。

この詳細設定を使用すると、特に、CPU 内蔵アクセラレーターとかなり強力な外
部グラフィック アクセラレーターの両方を備えたノートパソコンなど、複数 GPU
の場合は、Tekla Structures モデル ビューに適切なグラフィック ハードウェア アク
セラレーターを使用していることを簡単に確認できます。

この詳細設定は、デフォルトでは FALSE に設定されます。

値を変更した場合は、ビューを再度開いて、新しい値を有効にする必要がありま
す。

この詳細設定は、従来の OpenGL レンダリング モデル ビューには影響を与えない
ことに注意してください。
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5 製品またはキャスト ユニットの
一括編集

Tekla Structures 2021 では、ソース製品またはキャスト ユニットから、指定された
ターゲット製品またはキャスト ユニットへのすべての編集を一度にすばやくコピ
ーできるようになりました。新しいツール [バッチエディタ] を使用すると、オブ
ジェクトの形状を変更したり、部材プロパティを変更したりすることで、同一の製
品またはキャスト ユニットを編集する必要がある場合に、繰り返し作業の回数を
減らすことができます。

[バッチエディタ] は、Tekla Structures Diamond ライセンスで使用できる点に注意し
てください。

[バッチエディタ] は、同じマークを持つ同一の製品とキャスト ユニット、または
非常に類似しているが番号が異なる製品とキャスト ユニットで使用できます。
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[バッチエディタ] では、以下の操作を実行できます。

• モデル内の元となる製品またはキャスト ユニットを選択し、元となる製品に基
づいて、対象製品またはキャスト ユニットのリストを生成します。リストに
は、元となる製品で行った編集をコピーできます。[バッチエディタ] は、元と
なる製品と同じマークを持つ製品またはキャスト ユニットのみを検出します。

必要に応じて、類似しているが番号が異なる製品またはキャスト ユニットを対
象製品のリストに手動で追加できます。
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• 基となる製品またはキャスト ユニットで行ったすべての編集をコピーするリ
ストを使用して、指定された対象製品またはキャスト ユニットに一度にコピー
する。

[バッチエディタ] は、変更されたオブジェクトの置き換えを回避しようとしま
す。[バッチエディタ] により、対象製品またはキャスト ユニット内の一致する
オブジェクトが検出され、それらの形状とプロパティが変更されます。

メイン部材と副部材の両方の形状およびプロパティの編集、およびコンポーネ
ント プロパティの変更をコピーできます。メイン部材形状の編集をコピーす
るには、[元の製品を選択した後に実行された、メイン部材の位置の変更をコピ
ー] オプションをオンにする必要がある点に注意してください。

元となる製品に存在しない副部材が対象製品またはキャスト ユニットに存在
する場合、編集をコピーするときに、対象製品またはキャスト ユニット内のそ
れらの副部材が [バッチエディタ] により削除されます。

• 次の目的で、対象製品またはキャスト ユニットのリストを使用する

• 編集内容をコピーする前に、元となる製品と対象製品またはキャスト ユニ
ットの違いを表示する。

• 対象製品またはキャスト ユニットのリストを参照し、ナンバリングを実行
する前に発生する可能性のあるエラーを修正する。

[バッチエディタ] は、[検証] 属性を使用して、選択した元となる製品とリスト
されている対象製品またはキャスト ユニット間のオブジェクト数に関して検
出された相違を報告し、製品またはキャスト ユニットの重量と体積を比較しま
す。さらに、[検証] 属性は、対象製品またはキャスト ユニット内の欠落してい
るオブジェクトや追加オブジェクトも報告します。

5.1 バッチ エディターの使用における制限と推奨事項

• [バッチエディタ] は、製品またはキャスト ユニット レベルでのみ動作します。

製品またはキャスト ユニットの副部材は、ソースまたはターゲットとして選択
できません。たとえば、別の部材に、または別のサブアセンブリに編集内容を
コピーすることはできません。

• [バッチエディタ] では、次のものはコピーされません。

• 一意のユーザー定義情報の値

• サブアセンブリ プロパティ

• 製品ナンバリング情報

• [バッチエディタ] では、次のオブジェクトタイプはサポートされません。

• 現場打ちコンクリート ユニットと現場打ちコンクリート

• 解析および設計でのオブジェクト タイプの読み込み

• 元となる製品またはキャスト ユニットが分割されている場合は、[バッチエディ
タ] を使用しないことをお勧めします。
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• ミラーリングされた製品またはキャスト ユニットでは、[バッチエディタ] を使
用しないことをお勧めします。

鉄筋グループとコンポーネントは、必ずしもメイン部材に正しく適合するとは
限りません。これは、特に、ミラーリングされた対象製品またはキャスト ユニ
ットに新しいオブジェクトが追加される場合に当てはまります。

• 似たような外観を持つが、異なる方法でモデリングされた製品やキャスト ユニ
ットでは、[バッチエディタ] を使用しないことをお勧めします。

これは、たとえば、副オブジェクトの向きが異なる製品やキャスト ユニット、
またはメイン部材として異なるオブジェクト タイプを使用してモデリングさ
れた製品またはキャスト ユニットに当てはまります。

• 鉄筋グループと一部のマクロは、寸法や形状が異なるメイン部材の形状に適応
しません。

• 回転またはミラーリングされた製品またはキャスト ユニットにコピーされた
メイン部材形状の編集内容が正常に機能しない場合があります。

• [バッチエディタ] では、[壁レイアウト] ツールにより作成される部材の全体的
な寸法がオーバーライドされます。したがって、寸法が同じプレキャスト壁に
編集内容をコピーする場合に [バッチエディタ] を使用することをお勧めしま
す。

5.2 バッチ エディターを使用した類似の製品またはキャスト ユ
ニットの編集

1. [編集] タブで、[バッチエディタ] をクリックします。 

[バッチエディタ] ダイアログ ボックスが開きます。

2. [選択] ボタンをクリックし、モデル内のソース製品またはキャスト ユニット
を選択します。 

[バッチエディタ] では、同じマークを持つすべての製品またはキャスト ユニ
ットが検出されます。製品またはキャスト ユニットは、[対象製品] リストに
表示されます。

3. 対象製品またはキャスト ユニットを手動で追加するには、モデル内でそれら
を選択し、[追加] ボタンをクリックします。 

リストから対象製品を削除するには、リストから目的の製品を選択し、[削除]
ボタンをクリックします。

モデル内のソースを削除した場合、ソース リストは空になる点に注意してく
ださい。同様に、モデル内のターゲットを削除した場合、ターゲットのリスト
は空になります。

4. [対象製品] リストで、チェック ボックスを使用して、元となる製品から変更
をコピーする製品またはキャスト ユニットを選択します。 
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一度に複数のチェック ボックスをオンにするには、ターゲットを選択し、Shift
キーを押しながらマウスの左ボタンをクリックします。

5. 元となる製品と対象製品またはキャスト ユニットの相違を表示したり、エラ
ーを修正したりするには、対象製品リストの [検証] 属性を使用します。 

[バッチエディタ] は、[検証] 属性を使用して、選択した元となる製品とリスト
されている対象製品またはキャスト ユニット間のオブジェクト数に関して検
出された相違を報告し、製品またはキャスト ユニットの重量と体積を比較し
ます。さらに、[検証] 属性は、対象製品またはキャスト ユニット内の欠落し
ているオブジェクトや追加オブジェクトも報告します。

モデル内の欠落したオブジェクトと追加オブジェクトを確認できます。モデ
ル内のオブジェクトをハイライトするには、[追加] または [見つからない] オブ
ジェクト リンクをクリックします。

6. 元となる製品またはキャスト ユニットからターゲットに変更をコピーするに
は、[コピー] ボタンをクリックします。 

[バッチエディタ] は、選択したソースとターゲットの間で検出された差異を解
析し、選択されたすべての対象製品またはキャスト ユニットをソースと同一
にします。

7. モデルでコピー結果を確認するには、リストからターゲット オブジェクトを
選択します。 

[選択部材にズーム] チェック ボックスをオンにすると、リストで選択したオ
ブジェクトに自動的にズームします。
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8. 変更された製品またはキャスト ユニットをナンバリングして、すべての変更
が正しくコピーされていることを確認します。

5.3 バッチ エディターの設定
[設定] を使用して、編集内容のコピー方法を定義します。

• 元の製品を選択した後に実行された、メイン部材の位置の変更をコピー

このオプションをオンにすると、メイン部材の終点ハンドルのドラッグや、[移
動] や [移動] コマンドを使用したメイン部材の位置変更など、製品またはキャ
スト ユニットのメイン部材に行われた形状の変更が [バッチエディタ] により
コピーされます。

注 元となる製品またはキャスト ユニットを選択し、オプションをオンに切り
替えた後に行った編集のみが [バッチエディタ] により認識されます。ま
ずメイン部材の形状を変更してからオプションをオンに切り替えただけの
場合、メイン部材の編集内容はコピーされません。

このオプションがオフの場合、副部材とコンポーネントの編集内容だけがコピ
ーされます。

• メイン部材のプロパティをコピー

このオプションがオンの場合、製品またはキャスト ユニットのメイン部材プロ
パティの変更内容が [バッチエディタ] により選択したターゲットにコピーさ
れます。このオプションは、さまざまなメイン部材プロファイル寸法を持つタ
ーゲットに編集内容をコピーする場合などに使用します。

ユーザー定義情報はコピーされますが、固有のユーザー定義情報はコピーされ
ない点に注意してください。

• 対象製品のコピーされたコンポーネントを更新

このオプションがオンの場合、対象製品またはキャスト ユニットのコンポーネ
ントは、コンポーネント プロパティ ダイアログ ボックスで設定されたプロパ
ティに従って [バッチエディタ] により変更されます。コンポーネント オブジ
ェクトの形状の変更など、手動で行った変更はすべて失われます。

このオプションがオフの場合、コンポーネント オブジェクトの形状やコンポー
ネント オブジェクト プロパティの変更など、コンポーネントの手動の変更は、
対象製品またはキャスト ユニットにコピーされます。
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5.4 バッチ エディターのプロパティ列の操作

[バッチエディタ] では、対象製品またはキャスト ユニットのリストとプロパティ
列を整理できます。プロパティ列を追加、編集、または削除して、対象製品または
キャスト ユニットに関する必要なプロパティを表示します。

これを 実行するには

対象製品のリストへのプロパティ列の
追加

1. [バッチエディタ] の右上隅の  ボ
タンをクリックします。

または、プロパティ列の見出しを右
クリックして [編集] を選択するこ
ともできます。

2. [プロパティの編集/追加] ダイアロ
グ ボックスで、以下の操作を行い
ます。

• 左側のリストから必要なプロパ
ティを選択し、右側のリストに
ドラッグします。[検索] ボック
スを使用して、プロパティを検
索します。同じ列に複数のプロ
パティを追加できます。

• 列のセルにカスタム テキスト
を追加する場合は、[カスタム テ
キスト] を選択し、表示される
[テキスト] ボックスに必要なテ
キストを入力します。その後、
Enter キーを押して、カスタム
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これを 実行するには

テキストを右側のリストに追加
します。

• 値がない場合でもプロパティ
セルを表示するには、[列の空の
フィールドを表示] オプション
を選択します。

3. プロパティ列の名前を入力し、
[OK] をクリックします。

新しいプロパティ列が対象製品ビ
ューのリストに追加されます。

プロパティ列の順序の変更 プロパティ列の見出しを、ターゲット リ
ストの新しい位置にドラッグします。

プロパティ列の並べ替え順序の変更 列見出しをクリックします。

列ヘッダーの横にある矢印シンボルは、

並べ替え順序が昇順  か降順  かを
示します。

プロパティ列のサイズ変更 この列ヘッダーと次の列ヘッダーの間
の縁端をドラッグします。

対象製品のリストの更新 [バッチエディタ] の右上隅の  をクリ
ックします。
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6 新しいクリップ平面: ビュー デプ
スのクリップ平面

モデル オブジェクトが作業領域のビュー デプスに適合しない場合、コンテキスト
ツールバーで新しいビュー デプス クリップ平面を作成できるようになりました。

ビュー デプスに基づいて、たとえば、建物から床全体を簡単に切り離すことがで
きます。ビュー デプスのクリップ平面は、ネイティブ Tekla Structures モデルと参
照モデルおよびオーバーレイ モデルのどちらでも作成することができます。

1. 必要に応じて、コンテキスト ツールバーで現在のビューのビュー デプスを変
更します。

2. コンテキスト ツールバーで、[ビュー デプス クリップ面の追加または更新]

 をクリックします。

3. ビュー デプスのクリップ平面を削除する場合、コンテキスト ツールバーで [ビ

ュー デプスのクリップ平面を削除]  をクリックするか、表示 --> クリップ
平面 --> クリップ平面をすべて削除 をクリックします。 

[作業領域] ボックスでは、ビュー デプスにギャップが存在する場合がありま
す。また、オーバー レイモデルを使用している場合、作業領域外のモデルを
クリップできます。

制限事項:
• 従来のクリップ平面のように、クリップ平面を別の場所にドラッグすることで

ビュー デプスのクリップ平面を移動することはできません。これは、ビュー デ
プスのクリップ平面がビュー デプスに厳密に接続されているためです。

• ビュー デプスを調整したら、[ビュー デプス クリップ面の追加または更新] ボ
タンをクリックして、ビュー デプスのクリップ平面を手動で更新します。
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7 新しい止まり穴と、ボルト孔の改
良点

Tekla Structures 2021 には、止まり穴機能が導入されています。止まり穴は、部材や
壁など、オブジェクトの材質を完全には貫通しない孔です。つまり、行き止まりの
ある孔です。Tekla Structures の止まり穴機能は、部材に部分的なデプス孔を作成す
る簡単な方法です。アルミ幕板および軽量鉄骨建築などの場合に、止まり穴は重要
な役割を果たします。

新しいボルト孔タイプ: 止まり穴

部分的デプス孔をモデリングするには、[鋼材] タブの [ボルト] コマンドを使用する
か、プロパティ パネルの [ボルト] プロパティで [プレーン穴タイプ] を [ブライン
ド] に設定します。次に、孔の深さを定義するための新しい [孔の深さ] ボックスが
表示されます。

止まり穴のデプスは、ボルト/孔の参照点から測定され、最小デプスは 0.1 mm にな
ります。
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材質の層を貫通する止まり穴を作成する場合で、層の間にギャップがある場合 (部
材の 2 つのフランジ) は、ボルトの場合と同様に、[ボルト] セクションで [カット長
さ] の値を調整します。

Tekla Structures 2021 では、次の機能も使用できます。

• 止まり穴は、カスタム コンポーネントで使用できます。

• 止まり穴は、他のボルトと同じようにナンバリングに影響を与えます。

• 止まり穴は、IFC2x3、IFC4、NC/DSTV エクスポートなどのさまざまな Tekla
Structures エクスポートでサポートされています。

• ボルト マークの新しい [孔の深さ] 要素を使用して、図面に止まり穴のデプスを
表示できます。

• 孔の深さの値をレポートに表示するには、HOLE コンテンツ タイプ行で新しい

テンプレート属性 DEPTH を使用します。

ボルト孔の修正点

• 以前は、ボルト孔の IFC4 エクスポートではボルトもエクスポートされていまし
た。この不具合は修正されました。

• IFC にエクスポートすると、ボルトの長さが異なる場合があります。この不具
合は修正されました。

• エクスポートされたボルト孔のボルト軸が表示されなくなりました。

• 部分孔を IFC にエクスポートできるようになりました。
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8 鉄筋の改良点

Tekla Structures 2021 には、鉄筋セットの新しい設定と鉄筋グループ化の改良が追加
されており、すべての鉄筋モデリング コマンドを収集する新しいリボン タブが導
入されています。Tekla Structures 2021 の新しい鉄筋機能の一部は、以前の Tekla
Structures 2020 サービス パックで既に導入されています。

8.1 リボンの新しい [鉄筋] タブ

鉄筋モデリング コマンドが、[Tekla Structures] リボンの独自の [鉄筋] タブに配置さ
れました。

8.2 鉄筋セットおよびモディファイアーが縁端に従うことがで
きる

新しい [縁端に従う] 設定を使用して、鉄筋設定ガイドラインとモディファイアー
(分割線を含む) が、ガイドラインまたはモディファイアーの端点の間にある脚の面
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ノ縁端に従うかどうかを定義できます。これは、たとえば、曲線コンクリート構造
を補強およびディテール設定する場合に役立ちます。

この [縁端に従う] リストは、プロパティ パネルで鉄筋セット、すべてのモディフ
ァイアー、および副部材のガイドラインに使用できます。[はい] を選択し、ガイド
ラインまたはモディファイアーの直接変更ハンドルが脚の面の縁端にある場合、ガ
イドラインまたはモディファイアーが端部の間にある脚の面の縁端に従おうとし
ます。縁端に沿った最短ルートが使用されます。

または、コンテキスト ツールバーで  をクリックして、選択した鉄筋セット、
モディファイアー、分割線、または副部材のガイドラインが脚の面の縁端に従うよ
うにすることもできます。

縁端にカットがある場合、ガイドラインまたはモディファイアーに中間直接変更ハ
ンドルを追加し、ハンドルをカットの角にドラッグする点に注意してください。

8.3 鉄筋セットの鉄筋グループ化の改良点

• Tekla Structures 2021 では、曲線に沿ってテーパーされる鉄筋セットの鉄筋が自
動的にグループ化されます。新しいテーパー曲線グループは、図面のナンバリ
ング、レポート、寸法設定などでサポートされます。

• 鉄筋が連続曲線に沿ってが不規則に配置されていても、類似の鉄筋セットの鉄
筋が通常のグループとしてグループ化されるようになりました。

• 鉄筋セットの鉄筋の自動グループ化によって、キャスト ユニットが考慮される
ようになりました。キャスト ユニットが複数の部材で構成されている場合、鉄
筋は部材ではなくキャスト ユニット内でグループ化されます。

• モデル内の鉄筋セットの鉄筋のグループ化を制御する新しい詳細設定が導入さ
れました。自動的にグループ化する鉄筋セットの鉄筋の許容値を定義するに
は、これらの詳細設定を使用します。

• XS_REBARSET_SIMILAR_GROUPING_NUMBER

• XS_REBARSET_SIMILAR_GROUPING_TOLERANCE

• XS_REBARSET_TAPERED_CURVED_GROUPING_TOLERANCE
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• XS_REBARSET_TAPERED_LINEAR_GROUPING_TOLERANCE

• 特定の鉄筋セットにおける上記のモデル固有の詳細設定の値をオーバーライド
するには、鉄筋セットで [鉄筋セット] タブのユーザー定義情報 [テーパー線形
許容値]、[テーパー曲線許容値]、[類似グループ内の鉄筋の最小数] を使用する
か、プロパティ モディファイアーのユーザー定義情報を使用します。

8.4 新しい鉄筋セット設定およびその他の改良点

• [作成する最小長] 設定が、個々の鉄筋セットとプロパティ モディファイアーの
プロパティ パネルに追加されました。[鉄筋最小長] プロパティと [開始/終了脚
の最小直線長] プロパティを使用して、[オプション] ダイアログ ボックスで対
応するモデル固有の設定をオーバーライドできます。

• 脚の面の縁端がぴったり重ならない場合でも鉄筋セットの鉄筋脚を互いに接続
するには、次の新しい設定を使用します。

• モデル全体には XS_REBARSET_LEG_CONNECTION_TOLERANCE

• 個々の鉄筋セットまたはプロパティ モディファイアーのユーザー定義情報
にある [脚部ジョイントの許容値]

自動的に接続される脚の面間の最大ギャップを定義する値を入力します。この
値が既存のギャップよりも大きい場合、ギャップが無視され、鉄筋脚が接続さ
れます。

• 鉄筋セットの GUID と鉄筋セットの鉄筋グループを報告するには、新しいテン
プレート属性 USERDEFINED.REBARSET_GUID および
USERDEFINED.REBARSET_GROUP_GUID を使用します。

• それらの GUID を使用し、鉄筋セットの鉄筋と鉄筋セットの鉄筋グループをフ
ィルターして選択できるようになりました。以前は、鉄筋セットを GUID で選
択することはできませんでした。シングル鉄筋セットの鉄筋の場合 フィルタ
ーで [テンプレート] カテゴリーを使用します。

• IFC2x3 エクスポートでは、鉄筋セット グループをエクスポートするときに、新
しい鉄筋セット グループ GUID も使用されます。以前は、最初の鉄筋の GUID
が使用されていました。

• 既存のテンプレート属性 CROSS_SECTION_AREA および
WEIGHT_PER_UNIT_LENGTH が、REBAR および SINGLE REBAR 行の鉄筋で

使用できるようになりました。

• 鉄筋セットにのみ適用されるように、詳細設定 
XS_REBAR_MINIMUM_LEG_DEVIATION の名前が 
XS_REBARSET_MINIMUM_LEG_DEVIATION に変更されました。
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8.5 以前のサービス パックに導入された鉄筋セットの改良点

• Tekla Structures 2020 SP1 では、カスタム コンポーネントにおける鉄筋セットの
使用が改良されました。複数の点をピックして鉄筋セットの分割線を作成する
ときに、寸法を表示する方法も導入されました。詳細については、「2020 SP1:
新機能と改良点」を参照してください。

• 分割線、モディファイアー、ガイドラインの方向の変更、およびテンプレート
属性 SUB_ID_WITH_LETTERS と SUB_ID_WITH_LETTERS_LAST は、Tekla
Structures 2020 SP3 で導入されました。詳細については、「2020 SP3: 新機能と改
良点」を参照してください。
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9 新しくなった形状カタログ

形状カタログが新しくなりました。新しいユーザー インターフェイスと多数の新
機能が追加されました。

たとえば、形状をグループ化したり、サブグループを作成したり、形状に注記を追
加したり、重要な形状を星でマークしたりできるようになりました。形状のインポ
ートとエクスポートも改良されました。形状を転送したり、階層をまとめて、また
はモデル間で別個にグループ化できるようになりました。

形状カタログにアクセスして変更するには、[ファイル] メニューに移動し、カタロ
グ --> 形状カタログ をクリックします。

アイテムを作成または変更し、アイテム プロパティの [パターン] ボックスの横に
ある [...] をクリックして形状を選択するとき、新しいダイアログボックス [形状の
選択] が表示されるようになりました。
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10参照モデルの干渉チェックの改
良

[干渉チェックマネージャ] が改良され、参照モデルにおける干渉をより簡単かつ迅
速に発見できるようになりました。

オブジェクト タイプを選択するための新しい設定

[干渉チェックマネージャ] ダイアログ ボックスで、干渉チェックに含めるオブジ
ェクトのタイプを簡単に制御できるようになりました。干渉チェックに、参照モデ
ル間の干渉、参照モデル内の干渉オブジェクト、および干渉している Tekla
Structures オブジェクトを含めるかどうかを選択できます。参照モデル オブジェク
ト間の干渉を報告するための最小距離を定義することもできます。

[干渉チェックマネージャ] ダイアログ ボックスで選択した設定によって、干渉チ
ェックに含められる内容が決まります。設定には、設定のチェック ボックスをオ
ンまたはオフにしても値が変更されない、関連性を持つ詳細設定もあります。新し
いモデルを開いたり、Tekla Structures を再起動したりすると、詳細設定の値に合わ
せて設定がリセットされます。これらの詳細設定は、以前の Tekla Structures バージ
ョンで既に利用できました。

• 参照モデル間

参照モデル間の干渉が干渉チェックに含められます。

関連する詳細設定: XS_CLASH_CHECK_BETWEEN_REFERENCES.
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• 参照モデルのオブジェクト

参照モデル内の干渉が干渉チェックに含めらます (ボルトと溶接は含められま
せん)。

関連する詳細設定: XS_CLASH_CHECK_INSIDE_REFERENCE_MODELS.

• 最小距離 (mm)
設定された最小距離よりも近い距離にある参照モデル オブジェクトが干渉チ
ェック リストで報告されます。設定可能な最大距離は 500 mm です。

たとえば、最小距離を使用して、参照モデルのパイプ クリアランスを構造から
検出し、パイプの断熱材や支持材に必要なスペースを確保することができます。

• 部材間

Tekla Structures オブジェクト間の干渉が干渉チェックに含められます。

関連する詳細設定: XS_CLASH_CHECK_BETWEEN_PARTS。

[干渉チェックマネージャ] に既に干渉がリストされている場合、新しい設定のチェ
ック ボックスをオンまたはオフにすると、新しい干渉チェック セッションが開始
されます。Tekla Structures には、現在の干渉チェック セッションを保存するかどう
かを確認するダイアログ ボックスが表示されます。

新しい進捗バー

[干渉チェックマネージャ] では、干渉をチェックしたり、[干渉チェックマネージ
ャ] の干渉リストに干渉を追加したりするための進捗バーが別個に表示されるよう
になりました。

• 干渉チェックを開始すると、干渉チェックの進捗バーを示すダイアログ ボック
スが Tekla Structures に開きます。まず、ネイティブ Tekla Structures オブジェク
ト、次に参照モデル オブジェクトおよび現場打ちコンクリートの干渉です。必
要に応じて、進捗バー ダイアログ ボックスで干渉チェックをキャンセルできま
す。

• 干渉チェックが終了すると、[干渉チェックマネージャ] のステータス バーに、
干渉リストにすべての干渉を追加するのにかかる時間が表示されます。これ
は、干渉が多い場合に特に役立ちます。リストが完成すると、ステータス バー
メッセージが [準備完了] に変わります。

参照モデル タイプ

干渉チェックに参照モデル オブジェクトまたはネイティブの Tekla Structures 現場
打ちコンクリートが含まれる場合、改良された干渉チェックを使用します。この改
良により、IFC/IFC4 と .tekla 参照モデル (オーバーレイ モデルは除く)、および

基準点を使用して挿入された参照モデルがサポートされます。DGN、DWG、SKP
などの他の参照モデル形式も、以前と同様に干渉チェックで使用できます。

制限事項

• プロファイルと位置が同じ場合、干渉は検出されません。

• [製品の選択] 選択スイッチでネイティブ Tekla Structures または参照モデル製品
を選択しても、コンテキスト メニューに干渉チェックが表示されません。
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[ ] をクリックすると、選択した製品を [干渉チェックマネージャ] で確認で
きます。

• 干渉リストに干渉が 1 つしかない場合は、選択した干渉オブジェクトにズーム
してハイライトすることができません。ズームしてハイライトするには、リス
ト内の干渉を右クリックし、[干渉情報] を選択します。

• 縮尺が 1 未満の場合、参照モデルの縮尺は考慮されません。
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11コンポーネントの改良点

Tekla Structures 2021 では、コンクリート コンポーネントと鉄骨コンポーネントに
複数の改良点があります。

Tekla Structures 2020 サービス パックには、コンポーネントの改良点も導入されて
います。「2020 SP7: 新機能と改良点」、「2020 SP6: 新機能と改良点」、「2020 SP4: 新
機能と改良点」、「2020 SP2: 新機能と改良点」を参照してください。

11.1 コンクリート コンポーネント

コンポーネント 説明

デフォルトの開始
番号

• 鉄筋を作成するシステム コンポーネントは、標準ファイ
ルまたはコンポーネント ダイアログ ボックスで開始番
号が定義されていない場合はデフォルトで開始番号 1 を
使用するようになりました。以前は、デフォルト値 0 が
使用されていました。この値は、ナンバリングの重複問
題に影響を与えるため推奨されません。

スラブ・壁の開口部
の鉄筋詳細 (84)

• [ピクチャー] タブで、水平および垂直の縁端鉄筋グルー
プのかぶり厚を個別に定義できるようになりました。

[溶接金網]、[溶接金
網 (領域別)]

• [ピクチャー] タブの [主筋方向] に、新しい直接変更オプ
ション [直接変更矢印 (角度調整)] が追加されました。こ
のオプションを使用して、軸を中心に両方の矢印側を個
別に回転させることができます。
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コンポーネント 説明

• [ディテール] タブで、鉄筋端部/始点からポリゴンの縁端
またはリセス開口部までのかぶり厚距離を定義できるよ
うになりました。

このオプションを使用して、窓  とドア 
の両方のかぶり厚を定義できます。

これは、窓とドアの開口部に異なるかぶり厚が必要な場
合に便利です。

• [鉄筋端部条件] タブで、選択したコンクリート部材から
突出する鉄筋が隣接部材の開口部でカットされるかどう
かを選択できるようになりました。開口部で鉄筋をカッ
トするには、[はい] を選択してかぶり厚を入力します。

サンドイッチ パネ
ルと 2 重壁

• 角部材が断熱材自体よりも小さい場合の角での断熱材の
作成が改良されました。

• [垂直断面] タブに、下部と上部にある内側のシェルの内
部と正面の間にギャップを作成するための新しいオプシ
ョンが追加されました。ギャップは断熱材で埋められま
す。

• [水平断面] タブで、作成された角部材の正面と断熱材の
正面の間に作成された空の隙間が、デフォルトで断熱材
により埋められるようになりました。

[壁パネル鉄筋]、[2
重壁エッジと開口
部鉄筋]

• [壁パネル鉄筋] の [ピクチャー] タブで、選択した部材ま
たはキャスト ユニット全体に鉄筋を作成するかどうかを
選択できるようになりました。
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コンポーネント 説明

• U 型鉄筋とあばら筋を鉄筋グループとして作成するか、
曲げたメッシュ筋として作成するかを、U 型鉄筋を定義
する各タブで選択できるようになりました。曲げたメッ
シュ筋が鉄筋の外部レイヤーに作成されます。

元の U 型鉄筋およびあばら筋とは異なり、曲げたメッシ
ュ筋は常に外部レイヤーに作成されます。

• [梁] タブは、それぞれ開口部の上および下に梁鉄筋を作
成するための [梁窓上部] タブと [梁窓下側] タブに分割
されました。それに応じて [属性] タブが更新されまし
た。

11.2 鉄骨コンポーネント

コンポーネント 説明

接合ガセット筋交いガセット (18) Tekla Structures 2021 には、[接合ガセッ
ト筋交いガセット (18)] が導入されてい
ます。この新しいコンポーネントでは、
ブレース鉄筋を接続するためのガセッ
ト プレートが作成されます。

[ボルト ガセット (11)]、[チューブ ガセ
ット (20)]、[ガセット クロス (62)]、[ボ
ルト ガセット (196)]

• [ボルト ガセット (196)] でガセット
にスチフナーを作成できるようにな
りました。

• [ボルト ガセット (11)]、[ガセット ク
ロス交差 (62)]、[ボルト ガセット
(196)] で、スチフナーに角処理を作
成できるようになりました。

• [ガセット] タブで、ガセットに 2 番
目の角処理を作成できるようになり
ました。[ボルト ガセット (196)] の
場合、[ピクチャー] タブでこれを行
うことができます。

• スチフナーとメイン部材の間の溶
接、およびスチフナーとガセットの
間の溶接に対して、別個の溶接設定
を使用できるようになりました。
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コンポーネント 説明

ブリッジング (80) • [ボルト] タブで、始点ボルトと終点
ボルトに異なるボルト プロパティ
を定義できるようになりました。

[結合プレート (14)]、[スチフナー済みエ
ンド プレート (27)]、[シーティング キャ
ップ (37)]、[シーティング (39)]、[ハンチ
(40)]、[クランク梁 (41)]、[補剛エンド プ
レート (65)]、[両面エンド プレート
(142)]、[エンド プレート (144)]

• [孔] タブで、水平および垂直オフセ
ットの既定値と上下の孔の直径を指
定するために sinkholes.dat 定
義ファイルを使用できるようになり
ました。

ファイルの検索順序は、環境共通シ
ステムの Steel フォルダー
(..\Environments\common
\system\Steel)、モデル フォルダ

ー、XS_FIRM、XS_PROJECT、およ

び XS_SYSTEM フォルダーです。

キャストイン プレート (1069) • [部材] タブで、すべての部材に [仕上
げ] プロパティを定義できるように
なりました。

筋交いガセット (169) • [ガセット] タブで、すべての部材に
[仕上げ] プロパティを定義できるよ
うになりました。

柱-梁 2 (14) • [孔] タブでエンド プレートに亜鉛メ
ッキ孔を定義できるようになりまし
た。

柱スプライス (132) • メイン部材と副部材に対して、ウェ
ブ ボルトとフランジ ボルトの間隔
および縁端距離を個別に定義できる
ようになりました。

コーナー ボルト付けガセット (57) • 溶接の作成が変更されたことによ
り、溶接 1 がガセットをメイン部材
に溶接するために使用され、溶接 4
がガセットを最後の副部材に溶接す
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コンポーネント 説明

るために使用されるようになりまし
た。

[ガセット] タブで、ガセット プレー
トがメイン部材と副部材の両方に溶
接されるように定義できるようにな

りました 。

完全デプス (184) • [ピクチャー] タブで、タブ プレート
と上フランジの下部との間のギャッ
プを定義できるようになりました。

フル デプス拡張 (185) • [ピクチャー] タブで、ガセット プレ
ートとメイン部材ウェブの間のギャ
ップを定義できるようになりまし
た。

さらに、[スチフナー] タブで反対側
のウェブ スチフナーとメイン部材
ウェブの間のギャップを定義できる
ようになりました。
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コンポーネント 説明

ハンドレール (1024) • 溶接 3 は、トウ プレートとメイン部
材間の溶接を作成するために使用さ
れるようになりました。以前は、溶
接 1 が使用されていました。

[ハンチ (40)] • [ハンチ] タブで、[上端部ハンチでカ
ット] オプションを使用し、溶接プレ
ートの合成としてハンチを作成する
ときに閉口プレートを作成できるよ
うになりました。

• [パラメーター] タブで梁スチフナー
のオフセットを定義できるようにな
りました。

H&V Shear Pl (64) • [せん断プレート] タブで、ガセット
プレートをメイン部材に合わせるこ
とができるようになりました。

• キャップ プレートと副部材の間の
溶接として溶接 5 を使用できるよう
になりました。

• 上フランジとガセット プレートの
間の溶接として溶接 3 を使用し、下
フランジとガセット プレート間の
溶接として溶接 4 を使用できるよう
になりました。

JP 小梁ガセット B･C (11) • [部材] タブで、すべての部材に [仕上
げ] プロパティを定義できるように
なりました。
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コンポーネント 説明

JP 小梁ガセット A (12) • [部材] タブで、すべての部材に [仕上
げ] プロパティを定義できるように
なりました。

スチフナー・複数 (1064) • [パラメーター] タブで、傾斜したス
チフナーをメイン部材フランジに合
わせて選択できるようになりまし
た。

補剛エンド プレート (65) • [孔 - 前方プレート] タブで前方プレ
ートに亜鉛メッキ孔を作成できるよ
うになりました。

レール ジョイント (70) • [部材] タブで、すべての部材に [仕上
げ] プロパティを定義できるように
なりました。

手すり (S77) • カスタム コンポーネントを、支柱と
上段、中段、および下段レールの間
のジョイントとして使用できるよう
になりました。

シーティング (39) • スチフナー厚の値を入力しない場
合、スチフナーは作成されなくなり
ました。以前は、スチフナーを作成
しない場合は厚みとして 0 を入力す
る必要がありました。

[シアー プレート 鋼管柱 (47)]、[せん断
プレート チューブ柱 (189)]

• [梁カット部] タブがコンポーネント
に追加されました。溶接アクセス孔
と裏当て材を作成できるようになり
ました。

単純クリップ アングル 2 • [ボルト] タブで、長孔/調整孔をシム
プレートに作成するかどうかを制御
できるようになりました。

階段 (S71) • [踏み板設定] タブで、カタログの踏
み板を使用する場合にボルト許容精
度を定義できるようになりました。

階段 (S82) • [パラメーター] タブで、カタログの
踏み板を使用する場合にボルト許容
精度を定義できるようになりまし
た。

スチフナー済みエンド プレート (27) • 梁・柱ジョイントで使用したときに
コンポーネントが正しく動作するよ
うになりました。

• [孔 - 前方プレート] タブで前方プレ
ートに亜鉛メッキ孔を作成できるよ
うになりました。
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コンポーネント 説明

テーパー柱 (136) • [パラメーター] タブで、すべての部
材に [仕上げ] プロパティを定義でき
るようになりました。

[チューブ ガセット (20)] [十字プレート] タブで、次の寸法を定義
できるようになりました。

1. ブレース キャップ プレートの端部
からスプライス プレートの縁端ま
での距離。

2. メイン部材の表面からのガセット
プレートの十字プレート端部の許
容精度。

US ベース プレート ジョイント (71) • [ピクチャー] タブで、梁のスチフナ
ーと梁の上および下フランジの間の
ギャップを定義できるようになりま
した。
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12カスタム コンポーネント処理の
改良点

Tekla Structures 2021 では、カスタム コンポーネントに多くの興味深い機能強化が
加えられています。

データ ルックアップ ファイル fVF の改良点

• データ ルックアップ ファイルの各行の末尾にスペースまたは区切り文字を使
用する必要がなくなりました。データの最後の列は、余分なスペースがなくて
も正しく取得されるようになりました。

• データ区切りの文字を指定できるようになりました。fVF(data file,
lookup value, column#[, separator character])
• 好きな列区切り文字を使用できるようになりました。以前は、区切り文字と

してスペースのみを使用できました。

これにより、名前、プロファイル、形状などでスペースがサポートされるの
に加えて、入力として距離リストを使用できるようになります。

• 入力として空白または空の文字列を使用することもできます。

• 先頭と末尾の空白は削除されます。

• 区切り文字として使用できるのは 1 文字だけです。たとえば、"/+/" など

の複雑な区切り文字を使用することはできません。最初の文字のみが列区
切り文字と見なされるためです。

データ ファイルがカスタム コンポーネントで公開されるようになりました。

カスタム コンポーネントで使用されるデータ ファイルは、データ ファイルがモデ
ル フォルダーの下にある場合、エクスポートされた .uel ファイルに含められるよ

うになりました。

• fVF 関数で直接指定されているファイルだけがエクスポートされます。

例:=fVF("myData.dat", ...) はファイルを直接指定しますが、

=fVF(P1, ...) は指定しません。

• モデル フォルダーまたは CustomComponentDialogFiles サブフォルダー

にあるデータ ファイルのみがエクスポートされます。
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• データ ファイルを含む .uel ファイルをインポートすると、データ ファイルが

モデルの CustomComponentDialogFiles フォルダーにコピーされます。既

存のデータ ファイルと競合がある場合は、警告メッセージが表示されます。

カスタム コンポーネントのパスワード保護の強化

カスタム コンポーネントのパスワード保護が強化されました。[カスタムコンポー
ネントエディタ] では、カスタム コンポーネントを右クリックすると、ショートカ
ット メニューに新しいコマンドが表示されます。パラメーターを使用したコンポ
ーネントの分解.

[カスタムコンポーネントエディタ] で、パスワード保護されたカスタム コンポー
ネントを分解すると、新しい [パラメーターを使用したコンポーネントの分解] コ
マンドによりパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。正しいパス
ワードを入力した場合のみ、コンポーネント分解され、コンポーネント パラメー
ターとマッピングが作成されます。

既存の [コンポーネントの分解] コマンドを使用してパスワード保護されたカスタ
ム コンポーネントを分解した場合、コンポーネント パラメーターとマッピングが
作成されずにカスタム コンポーネントが分解されます。

カスタム コンポーネント ダイアログ エディターの改良点

[カスタム コンポーネント ダイアログ エディター] ツールでは、カスタム コンポー
ネント プロパティで使用できる値のタイプと同じすべての値のタイプがサポート
されるようになりました。つまり、たとえば、形状として変数値のタイプを指定で
きるようになったので、コンポーネント ダイアログ ボックスで形状カタログにア
クセスできます。

変数名の制限

• PI や e などの算術定数をカスタム コンポーネントでパラメーター名として使

用することはできなくなりました。

• 算術演算子 (+,-,*,/) を含む変数名は、カスタム コンポーネント エディター

では使用できなくなりました。
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13モデリングの改良点

Tekla Structures 2021 では、モデリングのさまざまな改良が行われています。

13.1 部材のソリッド作成の改良点

Tekla Structures 2021 では、鋼材およびコンクリート部分のソリッド作成でインスタ
ンスが使用されます。これにより、同様の形状を繰り返し再作成しなくても、同じ
部材のソリッド形状をモデル内の複数の場所で使用できるようになるため、全体的
なパフォーマンスが向上します。同様のすべてのインスタンスに対して 1 つの形
状エントリのみが保存されるので、ソリッド形状をソリッド バッファーに保存す
るために必要なメモリも少なくなります。モデル内の類似した部材の繰り返しに
応じて、モデル ビューの開口部、ナンバリング、およびエクスポートなどでパフ
ォーマンスの向上が見られています。

ソリッド形状が作成されて部材のローカル座標に保存されるようになったため、精
度が向上します。部材がモデルのグローバル座標内のどこに配置されるかに関係
なく、部材が同じシリーズに割り当てられるため、ナンバリングが改善されます。

13.2 部材マークの新しいキーボード ショートカット

キーボード ショートカットの改良点は、Tekla Structures 2020 SP3 で導入されまし
た。「 2020 SP3: 新機能と改良点」を参照してください。

13.3 オブジェクトをコピーまたは移動するときの新しいプレビ
ュー

[コピー] または [移動] コマンドを使用してオブジェクトをコピーまたは移動する
と、モデル内のコピーまたは移動したオブジェクトの新しい位置のプレビューが
Tekla Structures に表示されるようになりました。これにより、コピーまたは移動し
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たオブジェクトの目的地点をピックする前に、コピーまたは移動の最終的な結果を
確認できます。

1. コピーまたは移動するオブジェクトを選択します。

2. [コピー] コマンドまたは [移動] コマンドを実行します。

3. コピーまたは移動の原点をピックします。

Tekla Structures は、最後にピックした点とカーソル位置の間にラバー バンド線
を表示します。カーソルを移動し、プレビューがどのように変化するかを確認
します。

モデリングの改良点 52 オブジェクトをコピーまたは移動するときの新しい
プレビュー



Tekla Structures では必ず、目的地点をピックしたときのカーソル位置ではな
く、オブジェクトがコピーまたは移動される位置にプレビューが表示される点
に注意してください。

4. 目的地点をピックします。

プレビューに表示されるオブジェクトの数を制限する場合は、詳細設定 
XS_PREVIEW_LIMIT を使用します。デフォルト値は 1000 です。値が 0 の場合、

プレビューはオフになっています。

13.4 配列化ツール (平行) および配列化ツール (回転) の改良点

• [配列化ツール (平行)] では、コピー数を入力しない場合、コピー数が、[コピー
の間隔] ボックスで定義されたオブジェクト間の間隔距離から取得されるよう
になりました。

• [配列化ツール (回転)] では、角度または距離の値を入力しない場合、コピー数
が、[コピーの間隔] ボックスで定義されたオブジェクト間の距離から取得され
るようになりました。

モデリングの改良点 53 配列化ツール (平行) および配列化ツール (回転) の
改良点



13.5 Enter キーを使用してコマンドを完了

Enter キーを使用してコマンドを完了できるようになりました。新しい詳細設定 
XS_ENTER_FINALIZES_COMMANDS を TRUE に設定して、Enter キーをショートカ

ットとして使用できるようにします。

以前は、Space キーとマウスの中ボタンだけがコマンドを完了するショートカット
として機能していましたが、直接変更コマンドの場合は、マウスの中ボタンだけが
ショートカットとして機能していました。

13.6 スナップの改良点

レンダリング オプションが [部材 ソリッド] または [コンポーネント ソリッド]
(Ctrl/Shift + 4) になっているビューでは、オブジェクト独自の非表示の参照線また
は形状線にスナップすることができなくなりました。

13.7 クリップ平面の改良点

クリップ平面を作成すると、[半透明ワイヤーフレーム] および [グレースケール] レ
ンダリング オプション (Ctrl + 2、Shift + 2、Ctrl + 3、Shift + 3) を使用したときに、
部材およびコンポーネント オブジェクト上の平面を選択できるようになりまし
た。関連するステータス バー メッセージも改良されています。

13.8 プロパティ パネルにおけるエラー メッセージの改良点

以前は、プロパティ パネルの値ボックスに無効な値を入力した場合、ボックスの
周囲に赤い枠が表示され、赤の感嘆符が表示されていました。今回、感嘆符は表示
されませんが、エラー メッセージを示すツールティップが値ボックスの上に表示
されるようになりました。

13.9 現場打ちコンクリート管理の改良点

• 現場打ちコンクリート管理機能のパフォーマンスが向上しています。これらの
改良により、モデルを開いて変更したり、現場打ちコンクリート ユニットを計
算したりする際の速度が向上します。

• [現場打ちコンクリートユニットを計算] コマンドを使用すると、プレキャスト
製品が現場打ちコンクリート ユニットに自動的に追加されなくなりました。
ただし、手動で追加することはできます。

• XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING のデフォルト値が FALSE に変

更されました。これにより、アウトおよびイン時に、共有モデルの現場打ちコ
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ンクリート ユニットが Tekla Structures により自動的に計算および更新されな
くなります。代わりに、各ユーザーは、最新の現場打ちコンクリート ユニット
情報が必要になったときに、共有モデルのローカル バージョンで [現場打ちコ
ンクリートユニットを計算] コマンドを実行できるようになりました。

• 現場打ちコンクリートの計算の改良点は、Tekla Structures 2020 SP1 で既に導入
されていました。詳細については、「2020 SP1: 新機能と改良点」を参照してく
ださい。

13.10 [ファイル] メニューから削除された [使用対象の統計] セク
ション

ファイル --> 設定 の [使用対象の統計] が削除されました。使用状況データはデフ
ォルトで収集される点に注意してください。

収集されたデータを含む UserFeedbackLog.txt ファイルは、他のログ ファイル

と共に、 ファイル --> ログ --> 使用状況データのログ で参照できるようになりまし
た。

[使用状況データのログ] をクリックして UserFeedbackLog.txt ファイルを開

くと、Tekla Structures ログ ビューワーで開くことができる他のログファイルとは異
なり、ログ ファイルは常にデフォルトのテキスト エディターで開かれます。ビュ
ーアーを切り替えるオプションは、UserFeedbackLog.txt ファイルでは機能し

ません。

UserFeedbackLog.txt ログ ファイルは、TeklaStructuresModels フォルダ

ーにあります。

13.11 その他のモデリングの改良点

• サーフェス オブジェクトをコピーできるようになりました。部材面に定着さ
れている場合、部材がコピーされるとコピーされます。ある部材から別の部材
に、あるいは現場打ちコンクリートから別の現場打ちコンクリートになど、仕
上げ材を同じオブジェクト タイプに別個にコピーまたは移動することもでき
ます。

• モデル ビューでは、縁端のモザイク状の表示が曲線のサーフェス オブジェクト
内で表示されなくなりました。これは、DirectX レンダリングとレガシー
(OpenGL) レンダリングの両方に適用されます。

• コマンド  [部材をアイテムに変換] および  [元の形状から形状を作
成] が、リボンの [編集] で使用できるようになりました。以前は、右クリック
のコンテキスト メニューまたは [クイック起動] を使用して、これらのコマンド
を起動することができました。
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• [アクティブ ウィンドウ] サブメニューが、モデリング モードと図面モードの
[ズーム] コンテキスト メニューから削除されました。モデリング モードでは、
ズーム コマンドは [ズーム] メニューの [ビュー] タブにあり、ツールヒントには
関連するキーボード ショートカットが表示されます。どちらのモードでも、ズ
ーム コマンドは [クイック起動] で使用でき、キーボード ショートカットを確
認することもできます。

• [鉄筋] および [溶接金網] ブランチが材質カタログから削除されました。鉄筋定
義は、鉄筋カタログで使用できます。
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14 Trimble Connect ソリッドビュー
アー の改良点

Trimble Connect ソリッドビューアー では、独自の材質を作成し、特定のオブジェ
クトの材質をオーバーライドして、代わりに別の材質を使用できるようになりまし
た。

14.1 ユーザー定義材質の作成

Trimble Connect ソリッドビューアー に、モデルを表示するために独自のユーザー
定義材質を追加できる材質エディターが追加されました。ユーザー定義材質は、事
前定義された材質と同じ方法で、材質マッピングで使用できます。

• 材質エディターを開き、ユーザー定義材質の作成を開始するには、[Trimble

Connect ソリッドビューアー] サイド パネルで  をクリックします。
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材質エディターでは、次のことができます。
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• 独自のユーザー定義材質を作成、変更、保存する

• ユーザー定義材質のテクスチャを追加し、テクスチャの縮尺とタイルを調整す
る

• RGB カラー スライダーを使用して材質の色を調整する

• 材質の透明度、粗さ、金属感、バンプ強度を調整する

• 表示されているすべてのオブジェクトのユーザー定義材質をプレビューする

• すべてのオブジェクトをリセットして元の材質を使用する

ユーザー定義材質は、C:\Users\<user>\AppData\Local
\TrimbleConnectVisualizer\CustomMaterials フォルダーに保存されま

す。

注 ユーザー定義材質は、Tekla Model Sharing を使用している他のユーザーと共有
されません。カスタム材質を使用するようマッピングされたオブジェクトは
すべて、他のユーザーにはそのクラスの色で表示されます。

14.2 材質のオーバーライドの設定

Trimble Connect ソリッドビューアー で選択したオブジェクトに使用する材質をオ
ーバーライドし、代わりに使用する別の材質を選択できるようになりました。材質
をオーバーライドするには、オブジェクトを選択し、[ソリッドビューアの設定] ダ
イアログ ボックスで、オーバーライド材質を設定します。
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事前定義された材質またはカスタム材質をオーバーライド材質として使用できま
す。

オーバーライド材質を設定すると、オーバーライド材質名が、選択したオブジェク
トの VISUALIZER_MATERIAL ユーザー定義情報に保存されます。

14.3 Trimble Connect ソリッドビューア：材質の表示設定の機能
追加

Trimble Connect ソリッドビューアー では、以下の定義済み材質の表示設定が機能
追加されています：

• コンクリート

• ガラス

• 芝生

• 地面

• 鋼材

• 材木

下の図では、左から右に、鋼材、コンクリート、木材、ガラス、地面、芝生の新し
い表示設定を確認することができます。
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15図面レイアウトの改良点

Tekla Structures 2021 では、図面レイアウトをより簡単に操作できます。たとえば、
個々の図面でテーブル レイアウトを調整できるようになりました。

15.1 図面固有のレイアウト: 個々の図面でテーブル セットを変更
する
Tekla Structures 2021 からは、図面内のテーブル セットに小規模な変更を簡単に加
えることができます。この方法を使用すると、図面レイアウトを編集したり、ケー
スごとに新しいレイアウトや図面サイズを作成したりしなくても、図面の内容とテ
ーブルの重なりを回避して除去できます。

図面内のテーブル セットに変更を加えるには、図面レイアウトからテーブルを除
外する必要があります。テーブルを除外すると、テーブルが現在の図面の一部とな
るため、そのテーブルに加えた変更は図面レイアウトに保存されません。

図面から除外されていないテーブルは元の図面レイアウトに拘束されたままにな
るので、図面レイアウト内の除外されていないテーブルに変更を加えても、現在の
図面に更新が反映されます。

注 図面から除外されているテーブルがある場合、図面サイズを変更することはで
きません。

テーブルの除外

現在の図面のテーブル変更を開始するは、次のようにします。

1. 開いている図面で、編集するテーブルを選択します。

2. テーブルを右クリックし、[レイアウトからテンプレートを除外] を選択しま
す。
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これで、除外されたテーブルを図面で直接移動、回転、または削除できるようにな
りました。

レイアウト エディターでの除外されたテーブルの編集

テーブルの縮尺を設定する場合、正確な回転角度を定義する場合、または現在の図
面に新しいテーブルを追加する場合、[レイアウト エディター] を開く必要があり
ます。これを行うには、除外されたテーブルを右クリックし、[レイアウト エディ
ターを開く] を選択します。

[使用中のテーブル] の [レイアウト エディター] リストに、除外されたテーブルが
次のように表示されます。<<テーブル名>>。

テーブルに関連付けられていないレイアウト プロパティは変更できません。

テーブルの変更の破棄

現在の図面に加えたテーブルの変更を破棄する場合、次のようにします。

• 除外されたテーブルを元の位置に戻し、再度図面レイアウトに追加するには、
テーブルを右クリックし、[テーブル位置を元に戻す] を選択します。

• 除外されたテーブルをすべて図面レイアウトに再度追加し、元のレイアウトを
復元するには、図面内の右クリックし、[レイアウトの復元] を選択します。
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15.2 印刷で使用される図面サイズと用紙サイズの同期

この改良点は、Tekla Structures 2020 SP3 で既に導入されていました。詳細について
は、「2020 SP3: 新機能と改良点」を参照してください。
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16寸法の改良点

Tekla Structures 2021 では、寸法ルール関連付け、鉄筋寸法マーク、鉄筋グループの
寸法、ビュー レベルの寸法作成の機能が強化されています。

16.1 寸法ルール関連付けの改良

手動寸法作成時の寸法関連付けルールの選択

Tekla Structures 2021 から、図面オブジェクトの寸法を手動で設定するときに、各寸
法点の関連付けルールを選択できます。作成時に寸法を正しく関連付けることが
でき、図面の更新および複製時に寸法位置がより適切に維持されるようになりまし
た。

• 新しい寸法作成の関連付け機能を有効にするには、図面モードで ファイル -->
設定 に移動し、[スイッチ] セクションで [寸法作成の関連付け] チェック ボック
スをオンにします。

次に、寸法の作成を開始します。  [水平]、  [垂直]、  [直交]、

[垂点]、  [平行]、  [自由] のいずれかの寸法設定コマンドを使用しま
す。寸法点の位置をピックします。関連付けルール リストが表示されます。

寸法の改良点 64 寸法ルール関連付けの改良



次の 3 つの方法のうちいずれかで、目的の関連付けルールを選択できます。

• マウス ポインターが関連付けルール リストにあるときにマウス ホイール
をスクロールします。

• ルール リストで目的の関連付けルールをクリックします。

• [クイック起動] で [次の関連付けオプションを選択] コマンドを入力しま
す。

• [次の関連付けオプションを選択] を選択するよう定義したキーボード ショ
ートカットを使用し ます。

ルールを選択すると、図面内で関連するオブジェクトがハイライトされます。これ
により、選択したルールが適切なオブジェクトを参照しているかどうかを確認でき
るようになります。
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関連付けルールを選択したら、次の寸法ポイントをピックすることで、寸法の作成
を続行できます。関連付けルール リストは、使用可能な関連付けルールが検出さ
れるたびに表示されます。

この機能では、作成する寸法の範囲において、以前に選択したルールで収集された
データに基づいてルールがインテリジェントに選択されます。寸法点のピックを
続けると、以前に選択したルールに類似した関連付けルールが自動的に選択される
場合があります。

関連付けルール リストは、建築オブジェクトとマウス ポインターが重ならないよ
うに配置されるようになりました。この機能によってマウス ポインターの現在位
置が検出され、ピックした寸法点の反対側に関連付けルール リストが維持されま
す。

次の図では、マウス ポインターの位置が青の円により示され、ピックした寸法点
がオレンジの円により示されています。

制限事項

• 手動で寸法を作成するときの寸法関連付けルールの選択は、直線寸法のみで機

能し、  [水平]、  [垂直]、  [直交]、  [垂点]、  [平行]、
[自由] のコマンドでのみ機能します。

• ルールの中には、関連付けルール リストからなくなったものがあります。関連
付けルール リストに表示されるルールの数を増やすには、次の詳細設定の値を
大きくします。

XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PART_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PLANE_COUNT

参照点に関連付けられたルール

ルールが参照点に関連付けられている場合、寸法関連付けルールが並べ替えられ、
より明確に表示されるようになりました。
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デフォルトの関連付けルールが関連付けルール リストに表示されないことがある

• [デフォルト] 関連付けルールは、使用できる唯一のルールであるか、選択した
点のアクティブなルールとして以前に選択されている場合を除き、常に関連付
けルール リストに表示されるわけではなくなりました。

関連付けルールを使用した寸法注記の内容の制御

関連付けルールを使用して、寸法タグの内容を制御できるようになりました。適切
な関連付けルールを選択すると、注記に表示する必要があるオブジェクトを簡単に
選択できます。また、以前と同様に、複雑な除外フィルターを作成しなくても寸法
タグを簡単に設定できます。注記には、選択したオブジェクトに対応する属性のみ
が表示されます。

これは、同じ寸法ポイントの位置に他のオブジェクトがあるために寸法点が目的の
オブジェクトに関連付けられていない場合に特に役立ちます。

寸法注記の内容を調整するには、次のようにします。

1. 開いている図面で、注記を変更する寸法を右クリックします。

寸法設定するすべてのオブジェクトに対応するプロパティは、注記に表示され
ます。

寸法を手動で追加する場合、ファイル --> 設定 に移動し、[寸法作成の関連付
け] チェック ボックスをオンにして、関連付けルール リストを開く必要がある
ことに注意してください。
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2. コンテキスト メニューで、[寸法関連付けルールの表示] を選択し、寸法マー
クに表示するオブジェクトを選択します。

選択されていないオブジェクトは、すぐにタグからフィルダーで除外されます。

16.2 鉄筋寸法マークの改良点

鉄筋の寸法マーク配置設定の制御

これまでは、手動の鉄筋寸法マークの作成では、寸法設定が無視され、常に自由配
置を使用して寸法の位置を自動的に決定していました。[配置] 設定のデフォルト
値は、すべての環境で [固定] となりました。鉄筋の寸法マークを作成する際に、
寸法線の位置をピックするように求められます。

鉄筋寸法マーク配置の改良点は、Tekla Structures 2020 SP5 で導入されていました。
詳細については、「2020 SP5: 新機能と改良点」を参照してください。

新しいプロパティ ダイアログ ボックス、鉄筋寸法マーク プロパティの別個のコマ
ンド、および鉄筋寸法マークの新しい設定ファイル

Tekla Structures 2020 SP2 には、新しい [鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボ
ックス、[プロパティ(P)] メニューの [鉄筋寸法マーク] の新しい別個のコマンド、
および新しい *.rdim 設定ファイルが導入されました。詳細については、「 2020
SP2: 新機能と改良点」を参照してください。

寸法の改良点 68 鉄筋寸法マークの改良点

https://teklastructures.support.tekla.com/2020/en/rel_2020sp5_new_features_and_improvements
https://teklastructures.support.tekla.com/2020/en/rel_2020sp2_new_features_and_improvements
https://teklastructures.support.tekla.com/2020/en/rel_2020sp2_new_features_and_improvements


16.3 すべての鉄筋の鉄筋寸法マークを作成するためのアプリケ
ーションの改良

[[すべての鉄筋の寸法線を作成する]] カタログ内の アプリケーションとコンポー
ネント アプリケーションの名前が [すべての鉄筋の寸法マークを作成する] に変更
されました。このアプリケーションでは、あらゆるタイプの鉄筋寸法マークが作成
されるようになりました。最初に 図面モードの [鉄筋寸法マーク プロパティ] ダ
イアログ ボックス (図面 --> プロパティ(P) --> 鉄筋寸法マーク) で該当する鉄筋寸
法マーク プロパティを設定してから、アプリケーションを実行することをお勧め
します。

16.4 寸法内容のルールの改良

• [寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスの [寸法の原点] セクショ
ンには、新しいオプション [または基準線] があります。この新しいオプション
では、寸法に基準線が追加されます。このオプションは、[外形寸法]、[縁端寸
法]、[フィルター寸法]、[副部材寸法]、[孔寸法]、[リセス 寸法] の各寸法タイプ
に使用できます。

• 図面の寸法タイプ [フィルター寸法] のパフォーマンスが向上しました。改良
点を実装するには、フィルターを選択フィルター (ファイル拡張子 .SObjGrp)
として作成します。通常、寸法フィルターは図面ビュー フィルター (ファイル
拡張子 .vf) として作成され、図面ビュー フィルターはこの改良の影響を受け

ません。

16.5 鉄筋グループ寸法

鉄筋グループの寸法は、親オブジェクトがコンクリート アイテムである場合も機
能するようになりました。
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17図面複製の改良点

製作図を作成する図面では、よく複製が使用されます。ビュー、部材マーク、溶接
マーク、寸法などの複製の信頼性が向上し、高品質の図面が作成されるようになり
ました。複製も高速になりました。

17.1 複製の改良点の例

• メイン ビューでは短縮値が維持されるようになり、元の図面で設定された位置
が断面図で維持されます。

変更前後の例を参照してください。

• すべてのビューの位置が、図面複製テンプレートで設定されたとおりに維持さ
れるようになりました。さらに、すべての注記の関連付けが維持され、元の図
面と複製された図面の寸法の量は同じになります。

変更前後の例を参照してください。

• 複製された図面内のすべての断面図では、元の図面と同じ場所が維持され、リ
ンクされたビューはすべて適切に複製されます。また、すべての注記が複製さ
れ、複製された図面に適切に配置されます。

変更前後の例を参照してください。

• 溶接マークの複製が改良され、元の図面にない特殊マークの作成が不要になり
ました。

変更前後の例を参照してください。

• 複製された図面で鉄筋マークの引出し線のタイプが維持されるようになりまし
た。

変更前後の例を参照してください。

• すべての鉄筋マークが、図面ビューの枠の境界内に適切に配置されるようにな
りました。

変更前後の例を参照してください。

図面複製の改良点 70 複製の改良点の例



• 鉄筋マークで、位置が維持され、関連する鉄筋が直接ポイントされるようにな
りました。

変更前後の例を参照してください。

• 部材マークで、位置と適切なオブジェクトへの関連付けが維持されるようにな
りました。寸法とボルト マークでもその関連付けが維持されます。

変更前後の例を参照してください。

• 図面ビューと注記の数、およびその配置は、元の図面と同じです。

変更前後の例を参照してください。

• 複製された図面で結合ボルト マークが維持されるようになり、ボルト寸法で該
当するオブジェクトとの関連付けが維持されるようになりました。

変更前後の例を参照してください。

• 一部の寸法点が適切に関連付けられていなくても、手動で作成した寸法が複製
されるようになりました。

変更前後の例を参照してください。

• 手動で作成した寸法が複製されるようになり、正しい関連付けと位置が維持さ
れるようになりました。

変更前後の例を参照してください。

• 統合寸法が複製されるようになり、正しい関連付けと位置が維持されるように
なりました。

1 つ目の変更前後の例を参照してください。

2 つ目の変更前後の例を参照してください。

• 寸法タグにより、複製された図面でその内容が維持されます。断面図では、図
面複製テンプレートで定義されたその位置が維持されます。図面 3D ビューは
適切に複製されます。

変更前後の例を参照してください。

17.2 XS_DRAWING_CLONING_IGNORE_CHECK の改良点

• XS_DRAWING_CLONING_IGNORE_CHECK 詳細設定の改良点は、Tekla Structures
2020 SP2 で既に導入されていました。詳細については、「 2020 SP2: 新機能と改
良点」を参照してください。

17.3 XS_CREATE_MISSING_MARKS_IN_INTELLIGENT_CLONING
の削除

図面複製テンプレート図面にマッピングできなかった部材についても、複製された
図面にマークを作成するために、詳細設定 

図面複製の改良点 71 XS_DRAWING_CLONING_IGNORE_CHECK の改良
点
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XS_CREATE_MISSING_MARKS_IN_INTELLIGENT_CLONING を設定する必要が

なくなりました。この機能は、図面複製の設定 (その他の記号・マーク --> 作成) と
図面複製の設定 [マスター図面カタログ] (マーク --> 作成) で既に使用できます。

図面複製の改良点 72 XS_CREATE_MISSING_MARKS_IN_INTELLIGENT_
CLONING の削除



18図面のその他の改良点

Tekla Structures 2021 では、モデリング モードにおけるコンテキスト ツールバーの
追加、図面内のすべてのビューに共通の新しい設定、[ドキュメント管理]、[図面内
容管理]、ズーム、オブジェクト レベル設定などの多くの強化を含む、さまざまな
改良図面に加えられています。

18.1 コンテキスト ツールバーを使用した図面のリスト、表示、お
よび作成

• モデル内のオブジェクトを選択したときに、コンテキスト ツールバーの新しい
[開く、または図面の作成] ボタンをクリックすると、新しいコンテキスト ツー
ルバー メニューにリストされた選択したオブジェクトに単品図、製品図、キャ
スト ユニット図、キャストユニット図、およびマルチ図が作成されるようにな
りました。図面マークと名前は、図面ごとに表示されます。

これは、作業している部材、製品、またはキャスト ユニットの図面に簡単にア
クセスするための新しい方法で、リスト内でクリックするだけで図面を開くこ
とができます。

• 新しい [開く、または図面の作成] メニューには、単品図、製品、キャスト ユニ
ット図を作成するためのコマンドもあります。使用できるコマンドは、モデル
で選択したオブジェクトのタイプによって異なります。図面を作成するには、
該当するコマンドをクリックするだけです。

一般図は、コンテキスト ツールバーを使用して作成したり、使用したりするこ
とはできません。

図面のその他の改良点 73 コンテキスト ツールバーを使用した図面のリスト、
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• [ドキュメント管理] で選択したオブジェクトの図面をリスト表示するには、[選
択したオブジェクトの図面数を表示中...] メニューの新しい [開く、または図面
の作成] コマンドも使用できます。

18.2 ドキュメント管理の改良点

ドキュメント管理の新しいボタンの機能

• [ドキュメント管理] にいくつかの新しいボタンが追加されました。

• 選択した図面またはファイル ドキュメントを削除するための  [削除] ボ
タンが下部に追加されました。以前は、コンテキスト メニューで [削除] を
選択することにより、図面を削除することしかできませんでした。

• [ドキュメント管理] では、操作 (  [削除] ボタンを押すなど) の開始時にキ
ーボードのいずれかの Shift キーを長押しした場合、ファイルの削除を確認
するメッセージが表示されることはなくなりました。この動作は、図面ドキ
ュメントを削除する場合と同じです。

• 図面を開いた状態で、次の図面または前の図面を開くための  [前の図面

を開く] および  [次の図面を開く] ボタンが下部に追加されました。以
前は、キーボードの Ctrl + Page Up キーまたは Ctrl + Page Down キーを押
して、前の図面および次の図面を開くことしかできませんでした。

• いくつかの新しいボタン ([出図]、[出図しない]、[フリーズ]、[フリーズ解
除]、[出図準備のできた図面としてマーク]、[出図準備のできた図面として
のマークを解除]、[ロック]、[アンロック]) は、Tekla Structures 2020 SP5 で
既に導入されていました。詳細については、「2020 SP5: 新機能と改良点」を
参照してください。
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図面の出図の改良

図面発行機能の改良点は、Tekla Structures 2020 SP4 で既に導入されていました。詳
細については、「 2020 SP4: 新機能と改良点」を参照してください。

選択されているドキュメントのみ表示モードの改良

[選択されているドキュメントのみ表示] モードのいくつかの改良点は、Tekla
Structures 2020 SP4 で既に導入されていました。詳細については、「 2020 SP4: 新機
能と改良点」を参照してください。

18.3 図面内容管理の新機能

• [図面内容管理] リストで Ctrl + C を使用して、選択した行を .csv 形式でクリ

ップボードにコピーし、その行を Microsoft Excel シートに貼り付けることがで
きるようになりました。Ctrl キーまたは Shift キーを押しながら複数の行を選
択します。

• [非表示アイテムの表示] および [全ビューで表示] ボタンが新しい [オプション]
メニューに移動されました。このメニューは、検索ボックスの横にある新しい

 [オプション] ボタンをクリックして開くことができます。

18.4 図面レベルでモデル溶接、溶接マーク、およびボルト マーク
をフィルターするための新しい設定

図面レベル プロパティで使用可能な新しい設定がいくつかあり、図面内のすべて
のビューの特定の設定を一度に変更できます。これらの [すべてのビューの一般設
定] は [ビューの作成] ページにあります。

新しい溶接マークの表示設定

製品図ビューでモデル溶接マークの表示/非表示を制御する新しい設定 [溶接マー
クを表示] が [製品図プロパティ] に追加されました。次のオプションがあります。

• [1 つのビュー]: モデルの溶接マークを表示する最も関連性のあるビューが
Tekla Structures により自動的に検出されます。各溶接マークは、1 つの図面ビュ
ーにのみ表示されます。

• [すべてのビュー]: 溶接がある部材が含まれるすべての図面ビューで、Tekla
Structures によりモデル溶接マークが追加されます。

新しい設定ではボルト サイズと表示する最小サイズが無視される

デフォルトのボルト サイズと溶接サイズを、単品図および製品図プロパティの図
面レベルで設定できるようになりました。[ボルト サイズを無視する] 設定と [表
示する最小サイズ] 設定が追加されました。
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• [ボルト サイズを無視する] 設定は、標準サイズのボルト マークを図面から除外
します。つまり、Tekla Structures で、定義したサイズのボルト マークが図面に
表示されなくなります。

• [表示する最小サイズ] 設定では、定義されたサイズ以下の溶接が図面から除外
されます。

以前は、これらの設定はボルト マーク、溶接マーク、および溶接ビュー プロパテ
ィでのみ使用できました。

18.5 図面での [選択部材にズーム]
選択したテンプレートに対するズームの改良は、Tekla Structures 2020 SP4 で既に導
入されていました。詳細については、「 2020 SP4: 新機能と改良点」を参照してくだ
さい。

18.6 図面のオブジェクト レベル設定の変更点

詳細なオブジェクト レベル設定と図面更新

部材の属性またはフェーズが変更された後、詳細なオブジェクト レベル設定によ
り図面が自動的に更新されるようになりました。以前は、詳細なオブジェクト レ
ベル設定は、部材の作成、変更、またはナンバリング後のみ更新されていました。

図面のオブジェクト レベル設定の変更にかかる時間を短縮

オブジェクト レベル設定 の速度の向上は、Tekla Structures 2020 SP3 で既に導入さ
れていました。詳細については、「 2020 SP3: 新機能と改良点」を参照してくださ
い。

18.7 手動で作成された部分詳細マークと断面マークのコピーお
よび移動

[コピー] コマンドを使用したディテールおよび断面マークのコピー

コンテキスト メニュー コマンド コピー --> 平行 および コピー --> 平行...、リボン
コマンド [コピー] を使用するか、[クイック起動] で [コピー - 平行] を入力すること
で、手動で作成したディテールと断面マークを図面ビュー内でコピーできるように
なりました。キーボード ショートカット Ctrl + C も機能します。

[移動] コマンドを使用したディテールおよび断面マークの移動

コンテキスト メニュー コマンド 移動 --> 平行、[移動]、[クイック起動] で [移動 -
平行] を入力することで、手動で作成したディテールと断面マークを図面ビュー内
で移動できるようになりました。キーボード ショートカット Ctrl + M も機能しま
す。
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Ctrl キーと Shift キーを押しながらドラッグすることことによる、手動で作成した
断面マークのコピーと移動

Ctrl キーまたは Shift キーを使用した断面マークのコピーおよび移動の改良点は、
Tekla Structures 2020 SP1 で既に導入されていました。詳細については、「 2020 SP1:
新機能と改良点」を参照してください。

18.8 一度にすべての変更マークを削除する

開いている図面で、すべてのアソシエート マーク、マーク、および寸法変更マー
クを一度に変更できるようになりました。

これを行うには、[図面] タブで、削除 --> すべての変更シンボル をクリックしま
す。

以前は、[変更クラウドの削除] マクロを使用してこれを実行することができまし
た。

18.9 図面 2D ライブラリの強化

• [図面 2D ライブラリ] の [オプション] メニューには、線とシンボルの代わりに
ディテールでのネイティブ寸法の作成に使用できる新しいオプション [ネイテ
ィブ寸法の分解] が追加されています。

• ディテール フォルダーにある DWG ファイルのサムネイル イメージが DWG
ファイルから自動的に取得されるようになりました。この機能は、DWG ソフ
トウェアがコンピューターにインストールされている場合にのみ機能します。

• 現在のモデル フォルダーが選択されていない場合でも、[図面 2D ライブラリ]
でディテールを作成できるようになりました。ディテールは現在のモデル フ
ォルダーに保存され、新しいディテールの名前がステータス バーのメッセージ
に表示されます。

• 回転の副参照点をピックすることができるようになりました。回転点のピック
を中断することもできます。

ディテールを挿入するときは、[副部材の参照点を追加] 機能を有効にする必要
があります。これを行うには、[図面 2D ライブラリ] でディテールを右クリッ
クし、[副部材の参照点を追加] を有効にします。ディテールを挿入すると、
Tekla Structures により 2 つの入力点を入力するように求められます。副参照点
によって、ディテールの方向が決まります。

• 独自のビュー内で作成されたディテールは、ビューの配置が固定されるように
自動的に作成されるようになりました。

• ディテールを挿入すると、有効な点をピックするか、コマンドを中断するまで、
新しい挿入点をピックするように求められます。
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18.10 新しいオブジェクト レベル仕上げ材プロパティのファイル
拡張子 .dsrf
オブジェクト レベルの図面仕上げ材プロパティ ファイルのファイル拡張子が
*.dsrf に変更されました。これは、以前の拡張機能 *.srf が、モデリング側の

仕上げ材プロパティ ファイル専用に予約されることを意味します。変更を反映す
るには、既存のオブジェクト レベルの図面仕上げ材プロパティ ファイルを更新ま
たは再作成する必要があります。

18.11 .htc スキーマ ファイルで使用できる長い材質名

.htc スキーマ ファイル名の長さの改良点は、Tekla Structures 2020 SP1 で既に導入

されていました。詳細については、「 2020 SP1: 新機能と改良点」を参照してくださ
い。

18.12 図面の印刷ダイアログボックスにおける図面の表示順序

[図面の印刷] ダイアログ ボックスでの図面の順序の改良点は、Tekla Structures 2020
SP4 で既に導入されていました。詳細については、「 2020 SP4: 新機能と改良点」を
参照してください。

18.13 [鉄筋の解説図とマーキング] における新しい表示設定とそ
の他の改良点

• [鉄筋の解説図とマーキング] アプリケーションには、新しいセクション [プレゼ
ンテーション オプション] があり、[鉄筋] タブに 2 つの新しい設定が追加され
ています。これらの設定は、Tekla Structures 2020 SP2 で既に導入されていまし
た。詳細については、「 2020 SP2: 新機能と改良点」を参照してください。

• [寸法] タブには、次の角度寸法の改良点が実装されました。

• [寸法] タブの [角度寸法] セクションで、角度寸法のタイプを [寸法の長さ]
に変更できるようになりました。この新しいオプションでは、鉄筋の形状の
角度が、元の鉄筋の脚に対して平行または直角に戻る 90 度でない場合、垂
直寸法が作成されます。このオプションは、通常は現場で行われる複雑な曲
げの場合に役立ちます。

別の新しいオプション [ボルトの寸法] によって、新しい [寸法の長さ] と元
の角度寸法が作成されます。

• [精度] および [表示形式] を変更し、角度寸法の色と線タイプを選択できる
ようになりました。

• 角度寸法値が寸法線の上に配置されるようになりました。
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• 新しい設定 [テーパーの長さ] が [寸法] タブに追加されました。この設定を使
用すると、異なる長さで鉄筋が寸法設定されます。

• マイナス フックを持つ鉄筋グループの出力が修正されました。Tekla Structures
バージョン 2020 での出力は正しく作成されていませんでした。

• 事前定義された網目寸法目安マークは、単位、精度、および書式設定を再びサ
ポートするようになりました。

• cm/m 形式の寸法に、正しい小数点形式が設定されるようになりました。

18.14 初めての Tekla Structures 図面

この新しい記事は、これまで Tekla Structures 図面を使用したことのない企業の新し
いユーザーの方がまずお読みになることをお勧めします。

この記事では、新しいユーザー向けに次の内容を説明します。

• Tekla Structures 図面に固有の内容

• 図面を作成する前にすべきこと

• 環境で事前に定義された設定を使用して初めてのプロジェクトで図面を作成す
る方法

• 図面モードで作成された図面を手動で変更する方法

図面のその他の改良点 79 初めての Tekla Structures 図面



19 Tekla Model Sharing の改良点

Tekla Structures 2021 では、Tekla Model Sharing に複数の改良点があります。特に、
モデル オーナーはユーザーをエクスポートおよびインポートできるようになり、

XS_FIRM フォルダーと XS_PROJECT フォルダー内のファイルおよびフォルダー

を共有から除外できます。

19.1 モデル ユーザーを管理し、メッセージを送信する新しい方法

[オーナー] の役割を持つユーザーは、[ユーザー] ダイアログ ボックスでユーザーを
エクスポートおよびインポートできるようになり、[ビューワー] を除くすべてのユ
ーザーの役割が他のユーザー に電子メール通知を送信できるようになりました。

• [ユーザー] ダイアログ ボックスを開くには、[ファイル] メニューで 共有 --> ユ
ーザー を選択します。
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ユーザーのエクスポートとインポート

共有モデルのユーザーのリストをエクスポートできるようになりました。これに
より、ユーザーの役割を変更したり、同じユーザーを別の共有モデルに追加したり
できます。

[ユーザーのエクスポート] をクリックすると、ユーザーのリストがモデル フォル
ダーの下の \ModelSharing サブフォルダーにある users.csv ファイルに保存

されます。リストの形式は、<電子メール アドレス>;<役割> です。

次のいずれかの操作を実行できます。

• users.csv ファイルを開いてユーザーの役割を 変更するか、役割を NONE に
設定してモデルへのユーザーの権限を削除します。変更を users.csv ファイ

ルに保存したら、[ユーザーのインポート] をクリックしてリストをインポート
します。

• [ユーザーのインポート] をクリックして、同じユーザーを別の共有モデルに追
加します。

ユーザーのリストのエクスポート元であるモデル フォルダーの下の 
\ModelSharing サブフォルダーを参照するか、\ModelSharing サブフォル

ダーから users.csv を別の場所にコピーする必要があることに注意してくだ

さい。

電子メール通知の送信

電子メール通知を他のモデル ユーザーにいつでも送信できるようになりました。
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[ユーザーに電子メール通知を送信します] チェック ボックスをオンにすると、メ
ッセージ ボックスが表示されます。メッセージ ボックスに通知メッセージを書き
込むことができます。

[モデル ユーザー] リストでメッセージを送信するユーザーを選択するか、[モデル
ユーザー] リストでユーザーを選択しないですべてのユーザーにメッセージを送信
することができます。

19.2 XS_FIRM フォルダーと XS_Project フォルダーからの同期
からファイルとフォルダーを除外する

ファイルとフォルダーを共有設定から除外する FileSharing.ini ファイルは、

<model folder>\ModelSharing\Settings フォルダーに自動的に作成され

なくなりました。代わりに、XS_PROJECT フォルダー、XS_FIRM フォルダー、ま

たはそのサブフォルダーに保存されているファイルを手動で除外できます。この
ように、BIM マネージャーは、必要なファイルを他のユーザーに共有できるよう
に、モデル フォルダーに独自の設定ファイルを作成できます。

除外するファイルやフォルダーを設定するには、[共有設定] ダイアログ ボックス
で [除外] をクリックし、ファイルとフォルダーを選択します。

19.3 役割を変更しても再起動が不要に

共有モデルで役割が [ビューワー] または [プロジェクト ビューワー] に変更された
とき、Tekla Structures と共有モデルを閉じて再度開く必要がなくなりました。

19.4 XS_FIRM フォルダーと XS_PROJECT フォルダーのデータ
同期の進捗を確認する

この改良点は、Tekla Structures 2020 SP2 で既に導入されていました。詳細について
は、「2020 SP2: 新機能と改良点」を参照してください。
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20 Trimble Connector の改良点

Tekla Structures 2021 では、Trimble Connector によって使用されるオーバーレイ モデ
ルにいくつかの改良点が加えられました。2 つのオーバーレイ モデル バージョン
間の変更を表示できるようになり、オーバーレイ モデル オブジェクトを新しい方
法で使用できるようになりました。

20.1 オーバーレイ モデル バージョンの管理と比較
同じオーバーレイ モデルの異なるバージョンを使用し、Tekla Structures モデルの上
に表示されるバージョンを選択できるようになりました。オーバーレイ モデルの
2 つのバージョンを比較して、変更内容を確認することもできます。

オーバーレイ モデルのバージョンの表示と管理

[Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスの下部に、[バージョン] セクション
が追加されました。ここには、選択したオーバーレイ モデルのすべてのバージョ
ンが表示されます。各バージョンの名前は、バージョン番号、そのバージョンがア
ップロードされた日時、そのバージョンの作成者で構成されます。

オーバーレイ モデルの使用可能な最新バージョンが表示されない場合、[Trimble

Connect - モデル] ダイアログ ボックスでモデル名の横に  が表示されます。フ
ォルダー内のオーバーレイ モデルの最新バージョンが表示されていない場合、そ

れらのフォルダーの横に  シンボルも表示されます。
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最新バージョンのオーバーレイ モデルを使用できるようにするには、  をクリ
ックします。

2 つの .tekla または .ifc オーバーレイ モデル バージョン間の変更の比較

2 つのモデル バージョンの比較を開始するには、[Trimble Connect - モデル] ダイア
ログ ボックスに表示される .ifc モデルまたは .tekla モデルの 2 つのバージョ

ンを設定します。

注 一度に 2 つのバージョンのみ比較できます。モデル バージョンの横にある

 をクリックして、3 番目のモデル バージョンが表示されるように設定した
場合、最も古い表示バージョンが自動的に非表示になり、2 つの表示バージョ
ン間の相違点が表示されます。

変更は、モデル内で色分けして表示されます。

• 追加されたオブジェクト = 緑

• 変更されたオブジェクト = 黄色

• 削除されたオブジェクト = 赤色

• 変更されていない既存のオブジェクト = グレー

2 つのモデル バージョンを比較すると、次のことが可能になります。

• [バージョン] セクションで [...] をクリックし、比較するプロパティを定義しま
す。[比較設定] ダイアログ ボックスで、比較するプロパティを定義します。後
で使用できるようにプロパティを作成し、比較設定として保存できます。

• 比較許容値を設定し、プロパティを比較する精度を定義します。これを行うに

は、  をクリックします。

Trimble Connector の改良点 84 オーバーレイ モデル バージョンの管理と比較



• 2 つのモデル バージョンが表示されているときに自動的に開く [変更リスト]
の変更を確認します。変更は色分けされているため、モデル バージョン間でモ
デル オブジェクトがどのように変わったかを確認できます。

• [変更リスト] の下部にある [モデル内のオブジェクトを選択] および [選択部材
にズーム] チェック ボックスをオンにしている場合、[変更リスト] で行を選択
し、対応するモデル オブジェクトを選択してズームすることができます。

• [変更リスト] で対応する行をクリックすることにより、変更されたオブジェク
ト プロパティを確認します。これにより、[プロパティの詳細] パネルが開き、
すべてのオブジェクト プロパティを確認できます。サイド パネルには、オブジ
ェクトの回転や位置の変更が表示されない場合がある点に注意してください。

他の形式のオーバーレイ モデル バージョン間における変更の比較

.dgn や .dwg などの他の形式のオーバーレイ モデルを比較する場合、行った変更

に従ってモデル オブジェクトが色分けされて表示されます。

オブジェクトの最新バージョンは緑色で表示され、以前のバージョンは赤色で表示
されます。両方のバージョンでオブジェクトが同じである場合、選択したオブジェ
クト レンダリング オプションに応じてオブジェクトが黄色またはオレンジで表示
されます。

[表示] タブでレンダリング オプションを切り替えると、変更や重なったオブジェ
クトが見やすくなります。2 つの異なるレンダリング オプションを使用した同じ
構造を以下に示します。

[コンポーネント ワイヤーフレーム] オプションを使用:
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[コンポーネント ソリッド] オプションを使用:
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20.2 オーバーレイ モデルでのクリップ平面の作成

オーバーレイ モデル オブジェクトを使用してクリップ平面を作成できるようにな
りました。[クリップ平面] タブの [表示] コマンドを使用するか、キーボードの
Shift+X キーを押します。詳細については、「」を参照してください。

20.3 オーバーレイ モデルでの製品の選択

オーバーレイ モデルで製品とサブアセンブリを選択できるようになりました。必

ず、[選択] ツールバーで  [製品の選択] 選択スイッチを有効にしてください。
詳細については、「」を参照してください。

20.4 オーバーレイ モデル オブジェクトの表示

オーバーレイ モデル オブジェクトと製品のプロパティを表示できるようになりま
した。これを行うには、オーバーレイ モデル内の製品またはオブジェクトを選択
し、オブジェクトを右クリックして [情報] を選択します。

オーバーレイ モデル オブジェクトを表示するときに表示されるプロパティは、
Tekla Structures モデル オブジェクトを表示するときとは異なる点に注意してくだ
さい。表示されるプロパティの数は、オーバーレイ モデルとモデル形式によって
異なる場合があります。

20.5 .tekla モデルの基準線、現場打ちコンクリート、現場打ちコ
ンクリート ユニット

この改良点は、Tekla Structures 2020 SP4 で既に導入されていました。詳細について
は、「2020 SP4: 新機能と改良点」を参照してください。
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21自動プレキャスト制作用ツール
の更新

自動プレキャスト製作ツールには、多くの重要な改良点があります。

21.1 エクスポート ユニテクニック (79)
[エクスポートユニテクニック (79)] が次のように改良されました。

• 共通環境の objects.inp ファイルにあるすべてのユニテクニック UDA が、

\precast フォルダーの下の objects_unitechnik.inp ファイルに移動さ

れました。

• 輸送手段の情報を保存するために、部材のユーザー定義情報に新しいタブ [搬
入] が追加され、輸送関連の設定がすべて [ユニテクニックデータ] タブからこ
の新しいタブに移動しました。新しい [輸送杭の数] 設定を使用して、輸送杭の
数を指定できるようになりました。

• 鉄筋ユーザー定義情報ダイアログ ボックスの [ユニテクニックデータ] タブで、
[溶接金網タイプ] の UDA オプションを使用して手動ユニテクニック溶接金網
タイプを指定できるようになりました。オプションを空白のままにした場合、
以前のように自動溶接金網タイプが使用されます。

• 以前は、2 重壁の両方のシェルの露出クラスが第 1 シェルから読み込まれてい
ました。これは修正され、露出クラスが各シェルから読み込まれるようになり
ました。

• 2 重壁シェルが回転に設定されているが、シェルの幅がパレット幅よりも大き
いために回転が失敗する場合、Tekla Structures に警告メッセージが表示される
ようになりました。パレット幅が指定されていない場合もそれぞれ警告が示さ
れます。

• 2 重壁の場合、別のモデリング方法とキャスト ユニット階層を使用すると、エ
クスポート時に一部のパネルが正しく処理されませんでした。この不具合は修
正されました。

自動プレキャスト制作用ツールの更新 88 エクスポート ユニテクニック (79)



• 以前は、[ファイル名セクション] オプションでデータ フィールドに入力するた
めにファイル名拡張子を使用することはできませんでした。これは追加され、
6 番目のファイル名セクションを表す数字 6 で表示されるようになりました。

• [メイン] タブ:

• [出力ファイル構造] 設定に、新しいオプション [1 SLABDATE、スキャンさ
れたレイヤー] が追加されました。モデルでモデリングされるのと同じ順
序で要素レイヤーがエクスポートされます。同じデプス レベルの複数の部
材が 1 つ のレイヤーとして認識されます。

• [TS ライセンス] タブ:

• 以前は、起動時に 2 重壁のシェル オフセットが指定されており、[2 重壁 -
回転] 設定で第 1 シェルの回転が有効になっている場合、第 2 シェルの X 軸
オフセットが正しくありませんでした。この不具合は修正されました。

• [埋込み材] タブ:

• 新しい設定 [縁端のカットをエクスポート] を使用して、ライン カット、継
手、および角処理を MOUNPART ブロックとしてエクスポートできるように

なりました。この設定は、たとえば、標準のスラブへの鋸引きの表示に使用
することができます。形状は単純な線になり、MOUNPART には固定名が割り

当てられます。端部のカットに沿ってライン カットと継手がプロットされ
ます。角処理は、角処理したエッジの内側の線にプロットされます。

• [断熱材をエクスポート] 設定に、SLABDATE ブロックの断熱材をレイヤーエ

クスポートし、MOUNPART ブロックの断熱材を埋込み材としてエクスポート

する、新しいオプション [レイヤーと埋込み材] が追加されました。

• パネル レイヤーとしてエクスポートされた断熱材が、正しいレイヤー タイ
プ 02 でエクスポートされるようになりました。

• [鉄筋] タブ:

• 新しい [鉄筋のエクスポート タイプ] オプション [指定溶接鉄筋] が追加さ
れました。このオプションは、[溶接組された鉄筋の製作] と同様に機能しま
すが、[基づいて集計] オプションと同時に使用して、鉄筋タイプ 1 または 2
でメイン レイヤーを形成する鉄筋を指定できます。ただし、オブジェクト
タイプによっては鉄筋は RODSTOCK のままになります。

• パレットの溶接金網方向に関係なく、鉄筋タイプ 1 の鉄筋が常に溶接金網の
最も低い鉄筋となるように指定できるようになりました。これを行うには、
新しい [鉄筋タイプ] オプション [下段鉄筋 = タイプ 1] を使用します。

• 新しい [鉄筋タイプ] オプション [1、2、ユーザー定義情報を使用] が追加さ
れました。このオプションを使用すると、同じ方向のすべての鉄筋を含む最
も低い鉄筋レイヤーが鉄筋タイプ 1 でエクスポートされ、その他のすべての
レイヤーがタイプ 2 でエクスポートされます。

• 新しい [溶接金網ワイヤー レイヤー レベル] 設定を使用して、溶接金網ワイ
ヤー レベルの計算方法を選択できるようになりました。次のオプションが
あります。

• 実際レベル: これは、モデル内の相対ワイヤー レベルです。
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• 最高レベルで: レイヤー内のすべてのワイヤーは、Z 位置が最も大きいワ
イヤーのレベルに移動されます。

• ワイヤー サイズで: 2 番目のレイヤーの相対レベルは、ワイヤーのサイ
ズに従って書き込まれます。

• [手動]: 2 番目のレイヤー ワイヤー レベルを手動で定義できます。

• [SLABDATE ブロック データ] タブ:

• ギャップ幅の値のエクスポートを制御または無効にできる新しいオプショ
ン [シェル ギャップ幅のエクスポート] が追加されました。次のオプション
があります。

• [いいえ] - ギャップはエクスポートされません。

• [2 重壁のみ] - ギャップは 2 重壁でのみエクスポートされます。このデ
フォルト値は、ほとんどの制御システムで 2 重壁と共に使用することを
お勧めします。

• [レイヤー パネル] - 2 重壁やサンドイッチ パネルなど、複数のコンクリ
ート レイヤーがあるすべてのパネルのギャップがエクスポートされま
す。

• 新しい [寸法 (最大)] 設定を使用して、SLABDATE の最大部材の長さと幅を

エクスポートする方法を指定できるようになりました。次のオプションが
あります。

• メイン部材周囲ボックス (デフォルト): メイン部材形状がチェックされ
ます (以前と同じ)。

• キャスト ユニット周囲ボックス: 突き出ているすべての埋込み材を含
む、キャスト ユニット形状全体をチェックします。

• スキャン済みのポリゴン: すべてのポリゴンをチェックします。

• スキャン z じゅみのすべての部材: すべてのポリゴンと埋込み材のポリ
ゴンをチェックします。

• [レイヤー品質] 設定には、レイヤーの品質をより細かく指定できる新しいオ
プション [名前] および [テンプレート] が追加されています。

• 新しい設定 [エクスポート数量] を使用して、SLABDATE ブロックの要素の

数量をエクスポートできるようになりました。エクスポートされたセット
に複数のキャスト ユニットがある場合、SLABDATE 参照番号フィールドに

マークされた数量が割り当てられます。エクスポート セットは、ファイル
名定義またはキャスト ユニット位置によって定義されます。次のオプショ
ンがあります。

• いいえ: フィールドに書き込まれた 000 (デフォルト)。

• 常に 1: ファイル名が一意であるかどうかに関係なく、フィールドに書き
込まれた 001。

• 選択範囲から: エクスポートの選択対象となるキャスト ユニットのファ
イル名が同じ場合、1 ファイルのみでエクスポートされ、セットの合計
数量がフィールドに書き込まれます。
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• モデルの合計から: モデル内の同一位置にあるキャスト ユニットの合計
数量がフィールドに書き込まれます。

• SLABDATE ブロックで使用されるキャスト ユニットの位置とキャスト ユニ

ット番号は、2 重壁の両方のシェルのキャスト ユニット メイン部材から読
み込まれるようになりました。

• [プロジェクト座標のエクスポート] 設定が改良され、2 つの新しいオプショ
ンが追加されました。新しいオプション [はい、プロジェクト基準点です]
ではプロジェクト基準点が使用され、新しいオプション [はい、現在の基準
点です] ではモデルで現在選択されている基準点が使用されます。さらに、
[はい] オプションが [はい、モデル原点です] に変更されました。

• [HEADER ブロック データ] タブ:

• 以前は、[ファイル作成者 (UT 6.0)] 設定の Tekla Structures version オプショ
ンが正しく機能していませんでした。この不具合は修正されました。

• [ライン プロパティ] タブ:

• ライン プロパティの上書き機能が拡張され、設定 [スキャンされたライン
プロパティの上書き] を使用して特定の状況に上書きを制限できるように
なりました。オプションは、[すべて] ]、[回転した]、[回転なし]、[1 つ目の
シェル]、[2 つ目のシェル] です。最初のオプションは上の 3 つの上書き設定
に影響を与え、2 番目のオプションは下の 3 つの設定に影響を与えます。

• 新しい設定 [埋込み材用の特殊な型枠 (クラスまたは名前)] でクラスまたは
名前を定義して、特別な埋込み材を指定できるようになりました。この埋込
み材でエクスポートされたポリゴンの縁端は、デフォルトではコード 0002
でエクスポートされます。

• 埋込み材の特殊な型枠のカスタム ライン属性コードを指定する新しい設定
[属性コード] が追加されました。

• 手動ライン プロパティを設定して、スキャンされた CUTOUT ライン プロパ

ティをオーバーライドできるようになりました。これは、たとえば窓の開口
部に影響を与えます。この新しいオプションは、6 つのすべてのオーバーラ
イド設定で使用できます。

• 以前は、完全に斜めにカットされた縁端のライン プロパティは認識されません
でした。角処理の最大幅の設定を管理することで、角処理や特殊な型枠として
スキャンできるようになりました。

• 以前は、ライン プロパティのスキャンで、要素の縁端にある部分カットによっ
て、付近の他の縁端にも特別な型枠コードが割り当てられることがありました。
この不具合は修正されました。
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21.2 BVBS エクスポート

[BVBS エクスポート] が次のように改良されました。

• 異なるプライベート データ ブロックを持つ類似の鉄筋グループが別々にエク
スポートされるようになりました。

• [パラメーター] タブ:

• [ファイル名にリビジョンを追加] チェック ボックスに新しいリビジョン オ
プションが追加され、出力ファイル名に次のいずれかの値を含めることがで
きます。

• リビジョンマーク: REVISION.MARK (デフォルト値)

• リビジョン番号: REVISION.NUMBER
• Rev<リビジョン マーク>: [リビジョン マーク] と同じだが先頭にテキス

ト Rev が付く

• Rev<リビジョン番号>: [リビジョン番号] と同じだが先頭にテキスト
Rev が付く

• [データ内容] タブ:

• [位置ソース] 設定に新しいオプション [鉄筋テンプレート] が追加されまし
た。

• [プライベートデータブロック] グループが [詳細設定] タブから [データ内
容] タブに移動されました。

• [詳細設定] タブ:

• [切り上げｶﾞｾｯﾄ] オプションの [上] と [下] では、長さの差が小さい (0.2 mm
以下) 場合は丸めを実行する前に新しい予備許容値が適用されます。これ
により、値が正確な増分に非常に近い場合、不必要に丸められることがなく
なります。

• 以前は、[BVBS エクスポート] では、同じ位置番号と同じ形状を持つ、モデ
リングされたシングル鉄筋とグループが合計されていました。新しい設定
[シングル鉄筋と鉄筋グループ] を無効にして、モデリングされた鉄筋グルー
プまたはシングル鉄筋ごとに BVBS 行を個別の行にグループ化できるよう
になりました。

この新しい設定は、新しい [合計中] グループにあります。

• はい(Y):シングル鉄筋または鉄筋グループは、合計鉄筋数に対するその
位置番号に基づいて結合されます。これはデフォルトのオプションであ
り、以前エクスポートにあった唯一のオプションです。

• いいえ:これは、各シングル鉄筋または鉄筋グループが個別に処理および
エクスポートされる新しい機能です。これにより、BVBS ファイルが大
きくなりますが、各シングル鉄筋および鉄筋グループを独自の GUID で
識別して処理でき、BVBS ファイルにはモデル オブジェクトまたは IFC
でエクスポートされた鉄筋が反映されるというメリットがあります。
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• カプラーおよびねじ切りデータのエクスポートのサポートが追加されまし
た。以下の設定を定義します。

• 鉄筋カプラー データのエクスポート: [はい] を選択すると、カプラーま
たはねじ切りデータがエクスポートされます。

• 鉄筋始端部と鉄筋端部の接続方法、製品/サプライヤー、および製品コー
ドのユーザー定義情報を個別に入力します。たとえば、

「METHOD_START」、「PRODUCT_START」、「CODE_START」および

「METHOD_END」、「PRODUCT_END」および「CODE_END」と入力します。

ユーザー定義情報は作成ツールによって異なり、例とは異なる場合があ
る点に注意してください。方法を表すユーザー定義情報は整数型である
必要があり、結果の値は 0 ～ 2 の間の整数である必要があります。ここ
で、0 (または空白) = 接続要素なし、1 = カプラー、2 = ねじ切りです。
製品とコードを表すユーザー定義情報は、文字列型である必要がありま
す。

21.3 エクスポート: EliPLAN (68)
[エクスポート：ELiPLAN] が次のように改良されました。

• 中空要素でタイプ BL の新しいプロッター レコードがエクスポートされ、カッ
トされた側面が定義されるようになりました。境界線レコードは、中空要素の
長い方の側面と平行に線としてエクスポートされます。このレコードは、エク
スポート バージョン 3 で自動的にエクスポートされます。

• 以前は、部材の始点と終点にノッチ付きの要素をエクスポートすると、要素内
の埋込み材の座標が誤ってエクスポートされることがありました。この不具合
は修正されました。

• ポリゴンを超える不規則な切り取り部が複数のポリゴン カットで構成される
場合、エクスポートされるプロット線の数が最適化されます。

• 以前は、中空スラブ以外の他のオブジェクトでリビジョン マークがエクスポー
トされないことがありました。この不具合は修正されました。

• 以前は、要素の外側に水抜き孔が作成されることがありました。この不具合は
修正されました。

• [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブ:

• [データ変換ファイル] 設定の横のチェック ボックスをオフにすることで、
データ変換ファイルの使用を無効または有効にすることができるようにな
りました。

• [プロッタデータ] タブ:

• [塗りつぶされた中核のエクスポート] 設定を使用して、プロット データ内
の塗りつぶしスラブ中核の形状をエクスポートできるようになりました。

自動プレキャスト制作用ツールの更新 93 エクスポート: EliPLAN (68)



• [水抜き孔のエクスポート] 設定に、次の新しいオプションが追加されまし
た。

• [エンド ゾーンのみ] (以前の [はい] オプション): 水抜き孔は、中空のス
ラブ エンド ゾーンにのみあります。

• エンド ゾーンと塗りつぶされた中核: 中空のエンド ゾーンに水抜き孔
を追加し、塗りつぶしコアの両側に水抜き孔を追加することができます。
塗りつぶされた中核部材はクラスまたは名前で指定できます。

• 塗りつぶされた中核のみ: 水抜き孔は、塗りつぶされた中核の周囲にの
みあります。

• デフォルト値は引き続き [いいえ] です。

• 新しい設定 [中間のみ、次の長さ未満] に指定された長さよりも短い要素の
中央にある水抜き孔のみエクスポートできるようになりました。

• 新しいオプション [プロット不規則切り取り/へこみ] - [ラインとして] を使
用すると、斜め縁端に重なる境界ボックス切り取り部とリセスをラインとし
てエクスポートできます。

• リフターの表示を指定するオプションは、[データ設定] タブの [リフターの
タグ] 設定から、[プロッタデータ] タブに移動され、[プロット リフター] と
いう新しい名前になりました。この設定を使用して、リフターの形状をアウ
トラインとしてプロットするか、中心点としてプロットするかを指定できま
す。

• [データ内容] タブ:

• 新しい [プロジェクト名] および [プロジェクト番号] 設定を使用して、エク
スポートされたファイルでのプロジェクト番号とプロジェクト名を指定で
きます。オプションとして [Project UDA]、[プロジェクト テンプレート]、
および [ユーザー定義テキスト] があります。

• [ｺﾒﾝﾄ] リストでコメント オプションを選択することで、エクスポートされ
たファイルの先頭に 3 つまでコメントを追加できるようになりました。オ
プションは、[コメントなし]、[Tekla Structures バージョン]、[モデル名]、
[ユーザー名]、および [ユーザー定義テキスト] です。コメントは、エクスポ
ート ファイルを表示するためのものであるため、ELiPLAN には読み込まれ
ません。

• [架設断面] 設定を使用して、ユーザー定義情報 (UDA) またはカスタム プロ
パティ (テンプレート) から架設断面を読み込むことができるようになりま
した。

• [建て方手順] 設定を使用して、ユーザー定義情報 (UDA) またはカスタム プ
ロパティ (テンプレート) から建て方手順を読み込むことができるようにな
りました。

• [データ設定] タブ:

• 埋込み材の認識に使用する [リフターのタグ] プロパティを指定できるよう
になりました。デフォルト値 (デフォルト) では、名前またはクラスが使用
されます。さらに、リフターを識別する特定の値を持つ特定のプロパティを
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使用するようにユーザー定義情報 (UDA) またはテンプレート属性 (テンプ
レート ) を指定することもできます。

• [塗りつぶされた中核のタグ] 設定が追加されました。1 つの文字列 (名前)
または複数の文字列を入力できます。Tekla Structures では、入力した名前を
フィルター条件として使用して、モデルの塗りつぶされた中核を決定しま
す。選択したオプションに応じて、水抜き孔の配置が計算され、エクスポー
ト ファイルに書き込まれます。

• 純面積の計算:[テンプレート] でカスタム プロパティを使用して、要素の純
面積をエクスポートできるようになりました。

• [重量計算] オプション [テンプレート] で、ユーザー定義テンプレート プロ
パティを使用できるようになりました。
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22 Tekla Structural Designer のインポ
ート/エクスポート

22.1 新しくなったダイアログ ボックス

• [Tekla Structural Designer のエクスポート] および [Tekla Structural Designer
のインポート] ダイアログ ボックスが新しくなりました。ダイアログ ボックス
には、タブの代わりに、さまざまな設定の展開可能なセクションがあります。
たとえば、[変換] や、インポート ダイアログ ボックスにある [鉄筋] などです。

• インポート ダイアログ ボックスで、鉄筋変換ファイルをプレビューできます。

• [モデル比較ツール] ダイアログ ボックスが新しくなりました。

22.2 エクスポートの改良点

• 基礎オブジェクトを Tekla Structural Designer にエクスポートすると、長方形パ
ッド フーチングは、以前のバージョンで作成された柱ではなくパッド ベースと
して転送されます。

• 基礎オブジェクトを Tekla Structural Designer にエクスポートすると、長方形ス
トリップ フーチングは、以前のバージョンで作成された梁ではなくストリップ
ベースとして転送されます。

• L 形、T 形、C 形のコンクリート柱が Tekla Structural Designer に正しくエクスポ
ートされます。

• 他のプロファイルを持つコンクリート柱は、次のように Tekla Structural Designer
にエクスポートされます。

• FLDPL プロファイルは、エルボーとしてエクスポートされます。

• REC_A、REC_B、... REC_H プロファイルは、台形としてエクスポートされ
ます。

• REC_I プロファイルは、平行四辺形としてエクスポートされます。
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• II プロファイルは、I 断面としてエクスポートされます。

• TRI_B プロファイルは、3 面ポリゴンとしてエクスポートされます。

• 両端の主軸の長さが同じ HXGON プロファイルは、6 面ポリゴンとしてエク
スポートされます。

• OCT プロファイルは、通常のポリゴンの場合、8 面ポリゴンとしてエクスポ
ートされます。

• 両端の主軸の長さが同じ OCTGON プロファイルは、8 面ポリゴンとしてエ
クスポートされます。

22.3 インポートの改良点

• Tekla Structural Designer から基礎オブジェクト (パッド ベース) をインポートす
る場合、以前のバージョンで作成されたスラブではなく、パッド フーチングが
作成されます。

• Tekla Structural Designer から基礎オブジェクト (ストリップ ベース) をインポー
トする場合、以前のバージョンで作成されたスラブではなく、ストリップ フー
チングが作成されます。

• L 断面、T 断面、または C 断面として作成されたコンクリート柱は、Tekla
Structural Designer から正しくインポートされます。

以下は考慮されません。

• 垂直および水平方向の脚の厚みが等しくない L 断面

• 対称ではない T 断面 (ステムの距離が幅の半分ではない場合)

• ウェブ、上フランジ、および下フランジの厚みが均等ではない C 断面

• エルボー、台形、I 断面、平行四辺形、三角形、六角形、または八角形として作
成されたコンクリート柱は、Tekla Structural Designer から正しくインポートされ
ます。

22.4 鉄筋のインポートの改良点

互換性のあるバージョンの Tekla Structural Designer と Tekla Structures をインスト
ールしており、Tekla Structures Diamond または Tekla Structures Graphite 設定を使用
して、.tsmd ファイルをインポートした場合、現場打ちコンクリート構造に関し

て次の点が改良されています。

• 鉄筋セットは、Tekla Structural Designer からインポートされたパッド フーチン
グ、ストリップ フーチング、梁、柱、壁に作成できます。これは、溶接金網で
はなくフリーの鉄筋に適用されます。

[Tekla Structural Designer のインポート] ダイアログ ボックスで、[鉄筋] セクシ
ョン、[鉄筋のインポート] セクションの順に開き、関連する部材タイプのチェ
ック ボックスをオンにします。
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• フーチングでは、各フーチングの鉄筋のレイヤー (上部の外側および内側、
下部の外側および内側) ごとにシングル鉄筋セットが作成されます。端部
ディテール モディファイアーは、フックの作成に使用されます。

• 梁、柱、壁において、あばら筋の主要鉄筋および交差する鉄筋セットに対し
て、長手方向鉄筋セットが作成されます。梁スパン、柱スタック、または壁
パネルごとに、あるいは鉄筋径が異なる領域ごとに、あばら筋やリンクの個
別の鉄筋セットが作成されます。サポートや範囲などのさまざまな領域が
間隔ゾーンとしてモデリングされます。ラップ、クランク、千鳥、フックを
作成する場合は、分割線と端部ディテール モディファイアーが使用されま
す。鉄筋セット内に直径が異なる長手方向鉄筋がある場合、プロパティ モ
ディファイアーが使用されます。

• 壁の場合、鉄筋セットは開口部でカットされますが、ディテールは指定され
ません。

• Tekla Structural Designer では、鉄筋を転送すると、ストリップごとに 1 つずつで
はなく、スラブ パッチの方向ごとに別個にシングル鉄筋セットが作成されるよ
うになったため、鉄筋データの一貫性が保たれます。たとえば、Tekla Structural
Designer のデータによっては、X にセットが 1 つ、Y にはセットが 3 つ作成さ
れることがあります。
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23 Tekla EPM プラグインを使用した
Tekla EPM への Tekla Structures モ
デルのエクスポート

Tekla Structures モデル情報を、[ファイル] メニューから直接 Tekla EPM にエクスポ 
ートできるようになりました。以前は、Tekla EPM 情報をエクスポートおよびイン
ポートするための Tekla EPM プラグインは、Tekla Warehouse の拡張機能として提供
されていました。

現在のモデルを Tekla EPM にエクスポートするためのオプションが ファイル -->
エクスポート メニューに追加されました。

ファイル --> エクスポート メニューで [Tekla EPM] を選択すると、[Tekla EPM プ
ラグイン] ダ
イアログ ボックスが開きます。
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ここでは、エクスポート ファイルの名前とエクスポート ファイルに含まれる情報
を定義できます。

[Tekla EPM にエクスポート] をクリックすると、エクスポートが開始され、後で使
用できるようにエクスポート設定が保存されます。図面リビジョン、部品表、ユー
ザー定義情報、CNC ファイル、図面ファイルなどのすべての情報が、1 つの Tekla
EPM XML ファイルを含む .zip パッケージにエクスポートされます。

エクスポートが終了したら、Tekla EPM XML ファイルを Tekla EPM にインポート
できます。
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24相互運用性のその他の改良点

Tekla Structures 2021 では、参照モデル、IFC エクスポート、図面のエクスポート、
3D DWG エクスポート、3D DGN エクスポートに、多くの重要な改良が加えられて
います。

24.1 参照オブジェクト

[ファイル] > [インポート] を使用した参照モデルの挿入

[ファイル] メニューで インポート --> 参照モデルの挿入 を選択することで、IFC モ
デルなどの参照モデルを挿入できるようになりました。このコマンドを選択する
と、[参照モデル] サイド パネルと [モデルの追加] ダイアログ ボックスの両方が開
きます。

以前は、参照モデルを挿入するには、サイド パネルの [参照モデル] ボタンをクリ
ックしてから [モデルの追加] コマンドを選択するしかありませんでした。

参照モデル データを更新する新しい方法

Ctrl キーを押しながら  [更新] ボタンをクリックして、必要に応じて参照モデ
ル データを更新することもできるようになりました。

参照モデルにおける曲線精度の向上

• 曲線精度の向上は、Tekla Structures 2020 SP4 で既に導入されていました。詳細
については、「2020 SP4: 新機能と改良点」を参照してください。この改良は、
すべての参照モデルのフォーマットに適用されます。

• 新しい構成ファイル値を使用するために、既存の参照モデルを削除して再挿入

する必要がなくなりました。Ctrl キーを押しながら  [更新] ボタンをクリ
ックして、参照モデル データを更新できるようになりました。

参照モデル名の特殊文字

参照モデル名の改良点は、Tekla Structures 2020 SP4 で既に導入されていました。詳
細については、「2020 SP4: 新機能と改良点」を参照してください。
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参照モデルの回転の改良点

[参照モデル] サイド パネルに、X 軸と Y 軸を中心とした回転の回転オプションが
追加されました。参照モデルに既に X または Y 回転が含まれている場合、[X] フィ
ールドと [Y] フィールドはアクティブになりません。

LandXML 参照モデル

LandXML 参照モデルで配置形状が無効な場合がありました。この不具合は修正さ
れました。

Ctrl キーを押しながら  [更新] ボタンをクリックして、変更されたデータを更
新できる点に注意してください。

SketchUp バージョン 2021 のサポート

SketchUp モデル バージョン 2021 のサポートが追加されました。

他の参照モデルの改良点

• キーボードの Ctrl + A キーを押してすべて選択すると、選択した参照オブジェ
クトのビジュアル化が機能するようになりました。

• 選択時に参照モデルが図面でハイライトされないことがありました。この不具
合は修正されました。

24.2 IFC エクスポート

面積、体積、および質量の精度の向上

IFC プロパティ セットの精度が更新され、面積、体積、質量の各プロパティの精度
が向上しました。

IFC2x3 エクスポート

B-rep を正確ソリッドとしてエクスポートするための新しいコントロール

B rep オブジェクトを IFC2x3 エクスポートで正確なソリッドとしてエクスポート
できるようになりました。これを行うには、新しいモデル固有の詳細設定 
XS_EXPORT_BREP_AS_EXACT_SOLID を TRUE に設定します。デフォルト値は、

FALSE です。この詳細設定は、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [エクスポート]
カテゴリーにあります。

B-rep を正確ソリッドとしてエクスポートした場合、IFC ファイルのサイズが大き
くなり、エクスポートにかかる時間が長くなることに注意してください。

エクスポートの縁端を滑らかにするには、詳細設定
XS_CS_CHAMFER_DIVIDE_ANGLE を 10 に設定する必要が生じることがありま

す。
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次の例では、左側にネイティブ タイプの I プロファイル、右側に両方の詳細設定を
使用した場合の IFC オブジェクトの表面形状があります。

事前定義されたプロパティ セットのないエクスポート

事前定義された Tekla Structures プロパティ セットを使用せずに IFC2x3 ファイル
をエクスポートできるようになりました。これを行うには、[IFC にエクスポート]
ダイアログ ボックスの [詳細設定] タブで、[プロパティセット] 設定の空の値を選
択します。

鉄筋セットにより作成された鉄筋をエクスポートするための新しいコントロール

新しいモデル固有の詳細設定 XS_EXPORT_IFC_REBARSET_INDIVIDUAL_BARS
が追加され、鉄筋セットにより作成された鉄筋をエクスポートする方法を制御でき
ます。詳細設定が FALSE に設定されている場合、鉄筋はグループにエクスポート

されます。詳細設定を TRUE に設定すると、鉄筋が個々の鉄筋としてエクスポート

されます。デフォルト値は、FALSE です。この詳細設定は、[詳細設定] ダイアロ

グ ボックスの [エクスポート] カテゴリーにあります。

注 IFC ファイルの「総数」には、鉄筋セットによって作成されたグループの場合
は常に 1 と表示され、「総重量」と「重量」には 1 鉄筋の重量が表示されます。
NUMBER_OF_BARS_IN_GROUP および WEIGHT_TOTAL_IN_GROUP 属性を使

用して、グループの値を IFC ファイルにエクスポートします。

基準点の精度の変更

基準点の緯度と経度の値の精度がマイクロ秒になりました。

IFC4 エクスポート

IFC4 エクスポートを開始するときに詳細設定が不要に

IFC4 エクスポートを開始するために、teklastructures.ini ファイルで詳細設

定 XS_IFC4_EXPORT_PLEASE を TRUE に設定する必要がなくなりました。構成

で許可されている場合、IFC4 エクスポートを開始するコマンドは、Tekla Structures
ファイル --> エクスポート で常に使用できます。

"." を含む属性がプロパティ セットでサポートされる
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ASSEMBLY.POUR_UNIT など、"." 形式を使用する属性を使用して、現場打ちコン

クリート ユニットと現場打ちコンクリート プロパティを報告するプロパティ セ
ットを定義できるようになりました。便利な属性をいくつか紹介します。

• POUR_UNIT.NAME - 現場打ちコンクリート ユニットに属する製品 (型枠パネル

や埋込み材など)、および現場打ちコンクリート ユニットに属する鉄筋から、現
場打ちコンクリート ユニット名を報告します。

• ASSEMBLY.POUR_UNIT.NAME - 現場打ちコンクリート ユニットに属する部材

(型枠パネルや埋込み材など) から現場打ちコンクリート ユニット名を報告し
ます。

• POUR_OBJECT.xxxxx を「...POUR_UNIT.」の後に追加した場合、現場打ち

コンクリート プロパティを報告することもできます。

選択したオブジェクトのエクスポートの変更点

IFC4 エクスポートでも、[オーガナイザーの空間階層] を選択した場合のみ選択し
たオブジェクトがエクスポートされるようになりました。以前は、オブジェクトを
選択した場合でも、すべてのオブジェクトが常にエクスポートされていました。階
の代わりに建物の下に基準線が含められるようになりました。

24.3 IFC オブジェクトの変換

• IFC オブジェクト変換では、プロファイルをパラメトリック プロファイルにマ
ッピングできるようになりました。

• [プロパティをユーザー定義情報にコピー] では、次の点が改良されています。

• Material をユーザー定義情報にコピーできるようになりました。

• ObjectType を使用して、Object type をユーザー定義情報にコピーで

きるようになりました。

24.4 3D DWG および 3D DGN v8 エクスポート

製品での選択した部材のエクスポート

[3D DWG] エクスポートと [3D DGN v8] エクスポート、および Tekla Warehouse の
[Revit (.rvt) 形状にエクスポート] 拡張機能を使用すると、[選択したオブジェクト]
オプションを使用する場合に選択した部材を製品でエクスポートできるようにな
りました。部材を選択するときは、[製品オブジェクトの選択] または [コンポーネ
ントオブジェクトの選択] を使用する必要があります。部材を選択せずに製品を選
択した場合、製品部材の最上位レベルがエクスポートに含められます。

以前は、選択した部材が属する製品にすべての部材がエクスポートされていまし
た。
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24.5 図面を DWG/DXF にエクスポート

複雑なルールを使用する場合の図面のエクスポートが高速になりました。

24.6 CIMSteel および CIS/2 機能が Tekla Structures から削除さ
れました。

CIMSteel のエクスポートとインポート、SteelFab/SCIA、SFrame、MicasPlus、Eureka
LPM のインポートが Tekla Structures から削除されました。この機能が必要な場合
は、お近くのサポートに連絡してください。

お近くのオフィスのリストと連絡先情報については、「オフィスおよび販売店」を
参照してください。

24.7 Tekla Warehouse ダウンローダー

Tekla Warehouse ダウンローダー (TeklaWarehouseDownloader.exe) が、Tekla
Structures のインストールに含まれるようになり、Tekla Warehouse からコンテンツ
をダウンロードすると自動的に開きます。以前は、Tekla Warehouse ダウンローダー
を手動でインストールして起動する必要がありました。

24.8 Tekla Structures 拡張管理には、.tsep パッケージ タイプが表
示されます。

[Tekla Structures 拡張管理] に、.tsep パッケージでタイプが定義されている場

合、.tsep パッケージのタイプが拡張機能または環境として表示されるようにな

りました。定義されていない場合、タイプは表示されません。
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25テンプレート エディター、テンプ
レート、レポートの更新

テンプレート エディターのユーザーズ ガイドを Tekla User Assistance で入手でき
るようになりました。鉄筋の解説図の作成を制御するための新しい設定もいくつ
かあります。

25.1 テンプレート エディターのユーザーズ ガイドを Tekla User
Assistance で入手可能

Tekla Structures 2020 SP3 から、テンプレート エディターのユーザーズ ガイドが製
品ガイドの [Tekla Structures の管理] セクションにある Tekla User Assistance で入手
できるようになりました。コンテンツをブラウズして、検索を通常どおり使用でき
るようになりました。内容は、テンプレート エディターのヘルプと同じです。以
前は、テンプレート エディターのユーザーズ ガイドは、Tekla User Assistance から
PDF 形式でのみ入手できました。

テンプレート エディターのユーザーズ ガイドは、現在のところ英語版でのみ提供
されています。

25.2 テンプレート エディターの改良点

鉄筋解説図の作成を制御するための設定

鉄筋の解説図の作成を制御するための設定が、テンプレート エディターの [アプリ
ケーション] 属性として グラフィック フィールド プロパティ --> 自由属性 に追加
されました。選択を簡単にするために事前定義された属性リストとして使用でき
るようになりました。以前は、属性名と値を入力することで、これらの属性を [ユ
ーザー] 属性として定義する必要がありました。

テンプレート エディター、テンプレート、レポート
の更新
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同じ属性が [ユーザー] 属性と [アプリケーション] 属性の両方として設定されてい
る場合、[アプリケーション] 属性が優先されます。

グラフィック フィールド出力の改良点

[グラフィック フィールド プロパティ] では、常にグラフィック フィールドを出力
するか ([常に表示])、フィールドに定義されたルールに基づいてフィールドを出力
するか ([表示]) を選択できるようになりました。ルールの結果は、true または false
である必要があります。

大文字と小文字を変更するための新しい文字列関数

ルールと式に 2 つの新しい文字列関数 tolower(<param>) および

toupper(<param>) が追加されました。それぞれ文字の大きさを小文字または

大文字に変更できます。
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25.3 テンプレート属性の変更点

いくつかの新しいテンプレート属性があり、いつかの属性が変更されています。詳
細については、「テンプレート属性の変更点 (113 ページ)」を参照してください。
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26詳細設定の変更点

26.1 新しい詳細設定

XS_ENTER_FINALIZES_COMMANDS
コマンドを実行するショートカットとして Enter キーを設定するには、詳細設定 
XS_ENTER_FINALIZES_COMMANDS を使用します。以前は、Space キーとマウスの

中ボタンだけがコマンドを完了するショートカットとして機能していました。

さらに、Enter キーを使用して直接変更コマンドを完了することもできます。以前
は、マウスの中ボタンだけが、直接変更コマンドを完了するショートカットとして
機能していました。

この詳細設定は、デフォルトでは TRUE に設定されます。この詳細設定は、[詳細

設定] ダイアログ ボックスの [モデリング] カテゴリーにあります。

XS_PREVIEW_LIMIT
コピーまたは移動のプレビューに表示されるオブジェクト数の上限を設定するに
は、詳細設定 XS_PREVIEW_LIMIT を使用します。[コピー] または [移動] コマン

ドを使用してオブジェクトをコピーまたは移動すると、プレビューがモデルに表示
されます。

デフォルト値は 1000 です。値が 0 の場合、プレビューはオフになっています。こ
のモ詳細設定は、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [モデル ビュー] カテゴリーに
あります。

XS_SHOW_STATISTICS_IN_DX
DirectX レンダリング モデル ビューに統計と使用されているレンダリング デバイ
スを表示するには、詳細設定 XS_SHOW_STATISTICS_IN_DX を使用します。統計

は、モデル ビューの左下隅に、1 秒あたりのフレーム数の測定値として表示されま
す。

この詳細設定を使用すると、特に、CPU 内蔵アクセラレーターとかなり強力な外
部グラフィック アクセラレーターの両方を備えたノートパソコンなど、複数 GPU
の場合は、Tekla Structures モデル ビューに適切なグラフィック ハードウェア アク
セラレーターを使用していることを簡単に確認できます。
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この詳細設定は、デフォルトでは FALSE に設定されます。

値を変更した場合は、ビューを再度開いて、新しい値を有効にする必要がありま
す。

この詳細設定は、従来の OpenGL レンダリング モデル ビューには影響を与えない
ことに注意してください。

鉄筋セットの新しい詳細設定

自動的にグループ化する鉄筋セットの鉄筋の許容値を調整する必要がある場合、次
のモデル固有の詳細設定を使用します。

• XS_REBARSET_SIMILAR_GROUPING_NUMBER

• XS_REBARSET_SIMILAR_GROUPING_TOLERANCE

• XS_REBARSET_TAPERED_CURVED_GROUPING_TOLERANCE

• XS_REBARSET_TAPERED_LINEAR_GROUPING_TOLERANCE

脚の面の縁端が完全にはオーバーラップしない場合でも、鉄筋セットの鉄筋の脚を
互いに接続するには、詳細設定 XS_REBARSET_LEG_CONNECTION_TOLERANCE
を使用します。この詳細設定は、モデル固有です。

鉄筋セットにより作成された鉄筋をエクスポートするための新しいコントロール

新しいモデル固有の詳細設定 XS_EXPORT_IFC_REBARSET_INDIVIDUAL_BARS
が追加され、鉄筋セットにより作成された鉄筋をエクスポートする方法を制御でき
ます。詳細設定が FALSE に設定されている場合、鉄筋はグループにエクスポート

されます。詳細設定を TRUE に設定すると、鉄筋が個々の鉄筋としてエクスポート

されます。デフォルト値は、FALSE です。この詳細設定は、[詳細設定] ダイアロ

グ ボックスの [エクスポート] カテゴリーにあります。

注 IFC ファイルの「総数」には、鉄筋セットによって作成されたグループの場合
は常に 1 と表示され、「総重量」と「重量」には 1 鉄筋の重量が表示されます。
NUMBER_OF_BARS_IN_GROUP および WEIGHT_TOTAL_IN_GROUP 属性を使

用して、グループの値を IFC ファイルにエクスポートします。

B-rep を正確ソリッドとしてエクスポートするための新しいコントロール

B rep オブジェクトを IFC2x3 エクスポートで正確なソリッドとしてエクスポート
できるようになりました。これを行うには、新しいモデル固有の詳細設定 
XS_EXPORT_BREP_AS_EXACT_SOLID を TRUE に設定します。デフォルト値は、

FALSE です。この詳細設定は、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [エクスポート]
カテゴリーにあります。

B-rep を正確ソリッドとしてエクスポートした場合、IFC ファイルのサイズが大き
くなり、エクスポートにかかる時間が長くなることに注意してください。

エクスポートの縁端を滑らかにするには、詳細設定
XS_CS_CHAMFER_DIVIDE_ANGLE を 10 に設定する必要が生じることがありま

す。
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次の例では、左側にネイティブ タイプの I プロファイル、右側に両方の詳細設定を
使用した場合の IFC オブジェクトの表面形状があります。

26.2 変更された詳細設定

XS_DRAWING_CLONING_IGNORE_CHECK
XS_DRAWING_CLONING_IGNORE_CHECK を TRUE に設定した場合、同じ位置番号

を持つ選択部材の図面を Tekla Structures が複製できます。位置番号が同じ複数の
部材を選択した場合、複製された図面はその位置に 1 つしか作成されない点に注意
してください。

XS_BLACK_DRAWING_BACKGROUND
詳細設定 XS_BLACK_DRAWING_BACKGROUND の値を変更した場合、新しい値を有

効にするために Tekla Structures を再起動する必要はなくなりました。

XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING
XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING のデフォルト値が FALSE に変更さ

れました。これにより、アウトおよびイン時に、共有モデルの現場打ちコンクリー
ト ユニットが Tekla Structures により自動的に計算および更新されなくなります。
代わりに、各ユーザーは、現場打ちコンクリート ユニットを更新するために、共
有モデルのローカル バージョンで [現場打ちコンクリートユニットを計算] コマン
ドを実行する必要があります。

XS_REBARSET_ENABLE_BAR_GROUPING_WHEN_SPACING_DIFFERS
この詳細設定は、以前のように normal タイプだけではなく、鉄筋セットのすべて

の鉄筋グループ タイプに反映されるようになりました。
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XS_REBAR(SET)_MINIMUM_LEG_DEVIATION
鉄筋セットにのみ適用されるように、詳細設定 
XS_REBAR_MINIMUM_LEG_DEVIATION の名前が 
XS_REBARSET_MINIMUM_LEG_DEVIATION に変更されました。

26.3 削除された詳細設定

XS_HATCH_OVERLAPPING_FACES_IN_DX および
XS_USE_DASHED_HIDDEN_LINES
DirectX でレンダリングされたモデル ビューを制御するための詳細設定 
XS_HATCH_OVERLAPPING_FACES_IN_DX および 
XS_USE_DASHED_HIDDEN_LINES は削除されました。代わりに、 ファイル メニ

ュー --> 設定 --> スイッチ で、[オーバーラップする仕上げ材のハッチ (塗りつぶ
し)] オプションと [陰線の破線] オプションを使用できるようになりました。

XS_LINE_WIDTH
この詳細設定は正常に機能しなかったため、削除されました。

XS_IFC4_EXPORT_PLEASE
IFC4 エクスポートを開始するために、teklastructures.ini ファイルで詳細設

定 XS_IFC4_EXPORT_PLEASE を TRUE に設定する必要がなくなりました。構成

で許可されている場合、IFC4 エクスポートを開始するコマンドは、Tekla Structures
ファイル --> エクスポート で常に使用できます。

XS_CREATE_MISSING_MARKS_IN_INTELLIGENT_CLONING
図面複製テンプレート図面にマッピングできなかった部材についても、複製された
図面にマークを作成するために、詳細設定 
XS_CREATE_MISSING_MARKS_IN_INTELLIGENT_CLONING を設定する必要が

なくなりました。この機能は、図面複製の設定 (その他の記号・マーク --> 作成) と
図面複製の設定 [マスター図面カタログ] (マーク --> 作成) で既に使用できます。
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27テンプレート属性の変更点

Tekla Structures 2021 には、新しいテンプレート属性がいくつか導入されています。

ボルト孔のデプス

ボルト孔のデプスを表示するには、テンプレートの HOLE コンテンツ タイプ行で新

しい DEPTH テンプレート属性を使用します。DEPTH は、部材を完全には貫通しな

いくぼみのデプスを報告する場合に便利です。

全体座標系での型枠領域

全体座標系において法線ベクトルがフォームの上、下、または横方向を指している
現場キャスト ユニット面の型枠領域を報告するには、以下の新しいテンプレート
属性を使用ます。

• AREA_FORM_TOP_GLOBAL
• AREA_FORM_BOTTOM_GLOBAL
• AREA_FORM_SIDE_GLOBAL
これらの属性は、テンプレートの CAST_UNIT コンテンツ タイプ行で使用できま

す。これらの属性は、PART 行では機能しません。

プレキャスト コンクリートとは異なり、現場打ちコンクリートの型枠領域は、[上
面] 設定に依存していません。プレキャスト ユニットでは、引き続きテンプレート
属性 AREA_FORM_TOP、AREA_FORM_BOTTOM、AREA_FORM_SIDE を使用できま

す。

ROW_IN_ALLPAGES
新しいテンプレート属性 ROW_IN_ALLPAGES が追加されました。この属性を値
フィールドで使用すると、次のページで行番号の増分が続けられます。以前は、唯
一使用できる属性は、新しいページの先頭に 1 から始まる連番を生成する
ROW_IN_PAGE でした。

SUB_ID_WITH_LETTERS and SUB_ID_WITH_LETTERS_LAST
鉄筋セットにより作成されたテーパー鉄筋グループを報告するとき、
SUB_ID_WITH_LETTERS と SUB_ID_WITH_LETTERS_LAST をテンプレート属性
として使用できるようになりました。
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この改良点は、Tekla Structures 2020 SP3 で既に導入されていました。

CROSS_SECTION_AREA および WEIGHT_PER_UNIT_LENGTH
既存のテンプレート属性 CROSS_SECTION_AREA および
WEIGHT_PER_UNIT_LENGTH が、REBAR および SINGLE REBAR 行の鉄筋で使用

できるようになりました。
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28 2021 SP1:新機能と改良点

28.1 Tekla Structures のスタート画面に組織名が表示されるよう
になりました

Tekla Structures のスタート画面では、現在の Tekla Structures 設定に関する情報の下
に組織が表示されます。

SOLD-1482

28.2 プレートとスラブの分割

[部材分割] リボン タブの [編集] コマンドが改善され、モデル内のポリゴン プレー
トとスラブを分割することが容易になりました。分割にポリゴンを使用したり、作
業平面をシフトしたりする必要はなくなりました。

プレートまたはスラブの分割:

1. [編集] タブで [部材分割] をクリックします。

2. 分割するプレートまたはスラブを選択します。

折れ板とロフト プレート、ロフト スラブは分割できません。
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3. 分割線が通る点をピックします。

プレートまたはスラブのエッジ上の最初の点と最後の点をピックします。

角処理、カット、開口部のある領域は分割できません。これらの領域で点をピ
ックしようとすると、分割線のプレビューが赤に変わり、分割できないことが
示されます。

Tekla Structures 2021 の クイック起動 で利用可能であった [プレートまたはスラブ
の分割] コマンドが削除され、[部材分割 リボン] コマンドと結合されました。

TTSD-40506

28.3 ドキュメント管理におけるユーザー定義情報の検索

ドキュメント管理 では、DocumentManagerUDAs*.txt ファイルが、以前使用可

能だった検索場所に加えて、拡張フォルダやサブフォルダでも再帰的に検索される
ようになりました。

DocumentManagerUDAs*.txt ファイルは、ドキュメント管理の列に表示される

図面 UDA を指定します。

TTSD-43315

28.4 PDF 参照モデルのテキスト

PDF 参照オブジェクトでは、テキストのカバー率が向上しました。

TTSD-43317

28.5 tekla モデルのレイヤ

.tekla モデルのオブジェクトでレイヤを使用できるようになりました。レイヤ

を含む .tekla モデルを、リンクされた Trimble Connect プロジェクトにアップロード
するには、part.epr ファイルをカスタマイズする必要があります。

1. \TeklaStructures\<version>\Environments\common\system
\UploadToConnect フォルダから、現在のモデルフォルダの下にある

\attributes フォルダに part.epr ファイルをコピーします。

2. Microsoft Notepad などのテキスト エディターで part.epr ファイルを開きま

す。

3. 次の形式でレイヤーの線を追加します。"layer": ["TEMPLATE_FIELD"]
たとえば、"layer": ["ASSEMBLY_POS"] のように入力します。
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4. part.epr ファイルを保存します。

TTSD-39229、TTSD-43390

28.6 IFC エクスポートのプロパティ セットの改善

IfcRoof、IfcRamp、IfcStair のプロパティセットの定義は、IfcElementAssembly も含
めないと、IFC エクスポートに含めることができませんでした。この不具合は修正
されました。

TTSD-43436

28.7 IFC2x3 エクスポートで、IFC オブジェクトのカテゴリに関
する新しい詳細設定

IFC2X3 は エクスポート時に、今後は鋼材の副部材オブジェクトを 
IfcDiscreteAccessory としてエクスポートしません。例えば、tekla
structures.ini のような .ini ファイル内の新しい詳細設定 
XS_IFC2X3_EXPORT_SECONDARY_AS_DISCRETEACCESSORY を TRUE に設定す

ることで、以前のカテゴリでエクスポートを行うことができます。

TTSD-5900

28.8 コンクリート コンポーネントの改良点

埋め込みアンカー (8)
配置 タブでは、製品全体の中からトラス梁を検出するかどうかを選択できるよう
になりました。

TSAC-4806

梁鉄筋 (63)
パラメータタブでは、側面鉄筋を鉄筋グループとして作成できるようになりまし
た。以前は、すべての側面鉄筋が個別の単一の鉄筋として作成されていました。

TSAC-5168

コンクリ－ト柱-梁 (110)
[パラメータ] タブで、T 形副部材の新しい柱の切り取りタイプを作成できるように
なりました。この新しい切り取りタイプを使うと、柱と梁の間にかぶり厚を追加で
きるようになります。
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TSAC-5158

壁パネル鉄筋/2 重壁エッジと開口部鉄筋

曲げたメッシュ筋の設定では、[画像] タブで次の機能が改善されました。

• 縦筋の定着長

[ターゲット] を選択して、定着長の数値を変更します。これにより、かぶり厚
の寸法を引いた全長のメッシュが作成されます。

[固定] を選択すると、定着長さが固定された中心振分けのメッシュが作成され
ます。

• 最小間隔

コーナーの溶接金網間の間隔を定義します。

TSAC-5045
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29 Tekla Structures 2021 管理者向け
リリース ノーツ

Tekla Structures 2020 から Tekla Structures 2021 へのアップグレード ガイド

管理者向けリリース ノーツは、上級ユーザーを対象に、新たなバージョンの Tekla
Structures に追加されたカスタマイズ設定の適用方法について説明しています。

管理者向けリリース ノーツ: 全般的な設定 (119 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 鉄骨設定 (134 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: コンクリート設定 (135 ページ)

29.1 管理者向けリリース ノーツ: 全般的な設定

全般的なカスタマイズ設定はすべてのユーザーグループに適用されます。 これら
の設定を独自のユーザーグループ設定と共に使用します。

管理者向けリリース ノーツ: バージョン更新でのモデル テンプレート (120 ペー
ジ)

管理者向けリリース ノーツ: [アプリケーションとコンポーネント] カタログのメ
ンテナンス (125 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: bypass.ini の更新 (126 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: プロパティ パネルの更新 (127 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 新しいライセンスを使用したリボンの選択 (128 ペー
ジ)

管理者向けリリース ノーツ: リボンの更新 (129 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 形状カタログの改良点 (129 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: [インストラクター] パネル (130 ページ)
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管理者向けリリース ノーツ: バッチ エディターのプロパティ列の設定 (131 ペー
ジ)

管理者向けリリース ノーツ: Tekla EPM (131 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: その他の図面の改良点 (132 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: その他の一般的な改良点 (133 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: バージョン更新でのモデル テンプレ
ート

モデル テンプレートの更新

モデル テンプレートを環境から Tekla Warehouse に移動することを検討してくださ
い。「Tekla Warehouse へのコンテンツのアップロード: ファイルとファイルタイプ」
を参照してください。

スケッチ プロファイル、またはスケッチ プロファイルを使用するカスタム コンポ
ーネントがある場合は、モデル テンプレートを更新する前に、スケッチ ソルバー
ツールを Tekla Warehouse からダウンロードしてコンピューターにインストールし
ます。

1. Tekla Structures 2021 を開きます。

2. 既存のモデル テンプレートを使用して新しいモデルを作成します。

3. モデルに以前のバージョンの Tekla Structures のモデルと同じ名前を付けます。
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4. 3D ビューを開きます。

5. モデルのエラー チェックと修復を行います。
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6. プロジェクトのサムネイルを作成するか、またはモデル フォルダーに
thumbnail.png という名前のカスタム イメージを追加します。

推奨サイズは 120 x 74 ピクセルです。
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7. モデルを保存します。

このようにしなかった場合は、以前のバージョンで作成されたモデルに関する
警告メッセージが表示される場合があります。

8. モデルをモデル テンプレートとして保存します。

9. モデル フォルダの必要なカタログ ファイルとサブフォルダを含め、[OK] をク
リックします。
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10. モデル フォルダから、すべての *.db ファイル (環境データベース、オプショ

ン データベース) ファイルを手動で削除します。

*.bak、*.log、xs_user の各ファイルは、モデル フォルダから自動的に削

除されます。

.idrm ファイル (db.idrm および xslib.idrm) は、モデルの部材であるた

め保管する必要があります。

モデル テンプレートは、XS_MODEL_TEMPLATE_DIRECTORY によって指定さ

れた場所に保存されます。

モデル テンプレートのサンプル イメージが利用できるようになりました。ま
た、[アプリケーションとコンポーネント] カタログが整理され、使いやすくな
りました。
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管理者向けリリース ノーツ: [アプリケーションとコンポーネント]
カタログのメンテナンス

[アプリケーションとコンポーネント] カタログを整理して使いやすいように保管
します。[アプリケーションとコンポーネント] カタログの詳細については、「」を
参照してください。

XS_COMPONENT_CATALOG_ALLOW_SYSTEM_EDIT を TRUE に設定し、アプリケー

ションとコンポーネント カタログ定義ファイルを編集できるようにします
( XS_SYSTEM フォルダにあります)。

以下を確認して修正します。

1.グループに項目を追加します

[グループ化が解除されたアイテム] を確認し、そのようなアイテムを適切なグルー
プに追加します。

2.ログにエラーがないか確認します

カタログ定義ファイルなどにエラーや警告があると、[アプリケーションとコンポ

ーネント] カタログの右下にメッセージ ログ  ボタンが表示されます。

存在しないプラグインを参照している場合は、参照している
ComponentCatalog.xml に移動して、その参照を手動で削除します。
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これらの変更によって新たなエラーが発生しないことを徹底的に確認するか、また
は [アプリケーションとコンポーネント] カタログの構造を変更します。少なくと
も グループ化が解除されたアイテム および 古いカタログ グループを確認します。

上の例のように、次のエラーが発生する場合があります。

• CatalogPluginComponentItem?CopyModelDirectoryPlugin
• CatalogPluginComponentItem?SaveAsModelTemplatePlugin
3.関係のないすべてのアプリケーションやコンポーネントを役割から非表示にし
ます

1. [グループ化が解除されたアイテム] カタログで、下部にある [非表示アイテム
の表示] チェック ボックスをオンにします。

2. アプリケーションまたはコンポーネントを右クリックし、[表示/非表示] を選
択します。

4.カスタム サムネイルを作成します

[アプリケーションとコンポーネント] カタログでのコンポーネントの出力

同じコンポーネントを異なる場面で設定を変更して使用する必要がある場合があ
ります。コンポーネントを簡単に使用できるように、場面ごとに設定を定義して、
コンポーネントをカタログに登録することができます。この機能は、一部の役割に
便利です。
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管理者向けリリース ノーツ: bypass.ini の更新

独立した .ini ファイルを使用し、次の詳細設定を設定することによって、ログイ

ン画面を省略できます。

• ライセンス サーバー名 (オンライン ライセンスの場合は https) を設定する場

合は XS_LICENSE_SERVER_HOST:

XS_LICENSE_SERVER_HOST=https
• ユーザー役割のデフォルトのライセンスを設定する場合は 

XS_DEFAULT_LICENSE:

XS_DEFAULT_LICENSE=CARBON
XS_DEFAULT_LICENSE=GRAPHITE
XS_DEFAULT_LICENSE=DIAMOND

• XS_DEFAULT_ENVIRONMENT は、環境固有の .ini ファイルを指しています。

• XS_DEFAULT_ROLE は、役割固有の .ini ファイルを指しています。

環境には、bypass.ini ファイルの例があります。

そのようなファイルの内容は、たとえば次のようなものです。

set XS_LICENSE_SERVER_HOST=27007@MY_LICENSE_SERVER_NAME
set XS_DEFAULT_LICENSE=FULL
set XS_DEFAULT_ENVIRONMENT=%XSDATADIR%\Environments\uk\env_UK.ini 
set XS_DEFAULT_ROLE=%XSDATADIR%\Environments\uk\role_Engineer.ini

新しいオンライン ライセンスでは、bypass.ini の更新が必要です。

管理者向けリリース ノーツ: プロパティ パネルの更新

\<user>\AppData、環境フォルダー、企業フォルダー、またはプロジェクト フ
ォルダーに配置できる PropertyTemplates.xml で、独自のプロパティ ウィン

ドウ値 (UDA など) を定義できます。

Tekla Structures の新しいバージョンには、新しいオブジェクトタイプまたはプロパ
ティを含めることができます。独自の PropertyTemplates.xml 使用している

場合、それらは表示されません。独自の PropertyTemplates.xml ファイルは手

動で更新する必要があります。

通常、3 つの異なるケースがあります。

• 新しいオブジェクト タイプ

これらは、デフォルト設定からプロパティ パネルに自動的に設定されます。こ
れらをチェックすることをお勧めしますが、このオブジェクト タイプに独自の
UDA がない場合は操作が必要ありません。
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• 変更されたオブジェクト タイプまたはプロパティ

新しいプロパティまたはグループの削除と新しいプロパティまたはグループの
追加が必要になる場合があります。

• 削除されたプロパティ

機能上の問題は発生しませんが、設定ファイルから既存のプロパティまたは空
のグループを削除することをお勧めします。

これらの新しいプロパティをプロパティ パネルの設定に追加します。

• ボルト: [孔] グループに [プレーン穴タイプ] と [孔の深さ] を追加します。

• 鉄筋セット: [属性] グループに [縁端に従う] を追加します。

• 鉄筋セットの副部材のガイドライン: 新しいグループ translation:albl_General
を追加します。

• 鉄筋セットの副部材のガイドライン: [一般] グループの下に [縁端に従う] を追
加します。

• 鉄筋端部ディテール モディファイアーを追加: [一般] グループに [縁端に従う]
を追加します。

• 鉄筋プロパティ モディファイアー: [一般] グループに [縁端に従う] を追加しま
す。

• 鉄筋分割線: [一般] グループに [縁端に従う] を追加します。

• 鉄筋プロパティ モディファイアー: [詳細設定] グループの下に新しいグループ
translation:albl_Minimum_lengths_to_create を追加します。

• 鉄筋プロパティ モディファイアー: [作成する最小長] グループの下に [鉄筋最
小長] を追加します。

• 鉄筋プロパティ モディファイアー: [作成する最小長] グループの下に、[開始/終
了脚の最小直線長] を追加します。

• 鉄筋セット: [詳細設定] グループの下に新しいグループ
translation:albl_Minimum_lengths_to_create を追加します。

• 鉄筋セット: [作成する最小長] グループの下に [鉄筋最小長] を追加します。

• 鉄筋セット: [作成する最小長] グループの下に、[開始/終了脚の最小直線長] を
追加します。

Tekla Structures 2021 リリース ノートの「新しいくぼみと、ボルト孔の改良点 (31 ペ
ージ)」と「鉄筋の改良点 (33 ページ)」も参照してください。
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管理者向けリリース ノーツ: 新しいライセンスを使用したリボン
の選択

すべての役割は、3 つの異なる新しいオンライン ライセンスで使用できます。リボ
ンのコマンドは、新しい詳細設定 (またはデフォルト) に基づいて使用できます。

たとえば、鉄骨詳細設計者の役割と Carbon ライセンスを持っている場合、鉄骨詳
細設計者リボンのコマンドが機能しない場合があります。

すべての role*.ini ファイルに次の行を追加し、役割に応じて変更します。

REM For future ribbon options
set XS_RIBBON_CONFIGURATION_CARBON=albl_up_Carbon
set XS_RIBBON_CONFIGURATION_GRAPHITE=albl_up_Engineering
set XS_RIBBON_CONFIGURATION_DIAMOND=albl_up_Steel_Detailing

リボン定義の組み合わせをすべて指定する必要はありません。デフォルトは次の
とおりです。

• Carbon: albl_up_Carbon
• Graphite: albl_up_Graphite
• Diamond: albl_up_Diamond
リボン定義の詳細については、「リボン ファイルの命名規則」を参照してくださ
い。

管理者向けリリース ノーツ: リボンの更新

必要に応じてリボンをカスタマイズできます。リボンがカスタマイズされている
場合、Tekla Structures の新しいバージョンに加えられた追加のリボンは表示されま
せん。必ず変更を確認し、独自のカスタマイズされたリボンに追加することをお勧
めします。

変更の確認

元のリボンと変更後のリボンを比較できます。別のタブに何を追加または削除し
たか、何を移動したかを確認できます。 の「変更の確認」を参照してください。

管理者向けリリース ノーツ: 形状カタログの改良点

新しい [形状カタログ] ダイアログ ボックスでは、図形のグループを作成できます。

操作方法:
独自の図形のグループを作成し、グループ名を翻訳します。

• [形状カタログ] ダイアログ ボックスを使用してグループ構造を作成します。

• 目的の図形を新しいグループに移動します。

• グループ構造のみエクスポートします。
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• グループ ファイルを環境内の適切なフォルダーに直接保存するか、モデル フォ
ルダーから移動します。<File_Name>.ShapeCatalog.Groups.xml は、図

形と同じフォルダー (通常は ..\profil\Shapes) に配置する必要がありま

す。

• モデル フォルダーから shape_catalog.settings.user.<username> と
ShapeCatalog.Groups.User.<username>.xml を削除します。これらは

個人設定です。

• [形状カタログ] ダイアログ ボックスを閉じて開き直すことにより、テストしま
す。グループ フォルダーのアイコンが黒の場合、グループは環境から取得され
ています。

• グループ名の翻訳は、ShapeCatalogDefinitions.ail ファイルにありま

す。このファイルは、XS_MESSAGES_PATH から見つけることができます。

• set XS_MESSAGES_PATH=%XS_MESSAGES_PATH%;%XSDATADIR%
\environments\xxxxxx\messages を env_xxx.ini に追加します。

• 翻訳を含む ShapeCatalogDefinitions.ail ファイルを \messages フォ

ルダーに追加します。

• \Shapes フォルダー内のグループ設定 xml ファイル

(<File_Name>.ShapeCatalog.Groups.xml) を変更します。

グループ名を、ShapeCatalogDefinitions.ail ファイルで使用されている

対応する albl_... キーに置き換えます。

• Tekla Structures を再度開いてテストします。

管理者向けリリース ノーツ: [インストラクター] パネル

Tekla Structures 2021 には、[インストラクター] サイド パネルが導入されています。
[アプリケーションとコンポーネント] カタログにあるアプリケーション、コンポー
ネント、マクロ、カスタム コンポーネントにヘルプ コンテンツを追加できるよう
になりました。

このコンテンツは、Tekla Structures サービス パックで簡単に追加することもできま
す。コンテンツは、Tekla Warehouse のみにアップロードすることをお勧めします。
これにより、環境が大きくなるのを防ぐことができます。

操作方法:
[アプリケーションとコンポーネント] カタログないるツールにヘルプ コンテンツ
を追加します。新しい [インストラクター] サイド パネルとヘルプの他の変更点
(16 ページ) を参照してください。

1. [アプリケーションとコンポーネント] カタログでツールを選択します。

2. [インストラクター] サイド パネルで [ヘルプ ファイルの追加] ボタンをクリッ
クします。

3. ウィザードで次の項目を選択します。
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• ツール

• サポートされている言語

• ヘルプ ファイルを保存するフォルダー

モデル フォルダーを指定できます。必要な xml ファイルとヘルプ コンテ
ンツ フォルダーを XS_SYSTEM パスの目的のフォルダにコピーします。

4. フォルダーを開き、index.html ファイルのヘルプ コンテンツを更新します。

管理者向けリリース ノーツ: バッチ エディターのプロパティ列の
設定

プロパティ列を設定できます。領域のニーズに応じた属性を持つプロパティ列を
作成します。

操作方法:
1. [バッチ エディター] ユーザー インターフェイスを使用して、必要なカテゴリ

ーを作成します。ローカライゼーション ファイルは、<model>\attributes
\BatchEditorProperties_<user>.xml に作成されます。

2. ファイル名から "_username" の部分を削除し、環境の XS_SYSTEM パスにあ

る任意のフォルダーにコピーします。

設定は、まずモデル フォルダーから、次に XS_PROJECT、XS_FIRM、
XS_DRIVER、XS_SYSTEM、XS_USER_SETTINGS_DIRECTORY から属性のサブフ

ォルダーでスキャンされます。

管理者向けリリース ノーツ: Tekla EPM
Tekla Structures 2021 には、Tekla EPM のプラグインとレポートが含まれてい ます。
利用できる環境は、オーストラリア、デフォルト、フィンランド、ノルウェー、デ
ンマーク、スウェーデン、フランス、ポルトガル、SEA、ME、インド、カナダ、
イギリス、米国、およびロシアです。

操作方法:
必要な TeklaEPM_*.rpt レポートは、\common\system フォルダーにあります。

XS_ATTRIBUTE_FILE_EXCLUDE_LIST 詳細設定を使用することにより、EPM が
サポートされていない環境でレポートを除外できます。
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管理者向けリリース ノーツ: その他の図面の改良点

図面側での仕上げ材の属性ファイル拡張子を .dsrf に変更

図面の仕上げ材属性ファイルのファイル拡張子が .dsrf に変更されました。これ

は、以前の拡張機能 .srf が、モデリング側の仕上げ材属性ファイルにのみ適用さ

れるようになったことを意味します。この変更を反映するには、関連するすべての
属性ファイルを更新または再作成する必要があります。

操作方法: 図面側で、仕上げ材属性ファイルの名前を .dsrf に変更します。

寸法の関連付けの表示: XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT 詳細設
定

この詳細設定は、寸法の関連付けの精度に影響します。値を大きくすると、特に同
じ座標に存在する複数のオブジェクトに寸法点が分かれて競合が発生した場合、正
確な寸法という観点で図面の更新および複製操作にプラスの影響があります。

さらに、寸法点関連付けルール リストに表示されるルールの最大数もユーザーが
制御できるようになります。必要な関連付けルールがルール リストにない場合、

XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT の値を変更して、表示されるルールの数

を増やすことができます。

ただし、値を大きくすると、図面のパフォーマンスに影響を与えます。ほとんどの
環境では、共通環境の値 (10) が使用されています。

操作方法: 関連付けルール リストに表示されるルールの数を増やすには、

XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT 詳細設定の値を変更し ます。

関連付けルールを使用した寸法注記の内容の制御

寸法注記は、関連付けルールを使用して制御できます。最も適切な関連付けルール
を選択すると、複雑な除外フィルターを作成しなくても、寸法注記をかなり簡単に
セットアップできるようになります。

この機能は、同じポイント位置にさまざまなオブジェクトが存在するために、必要
なオブジェクトに寸法点が関連付けられない可能性があるという、競合が発生する
状況で特に役立ちます。

以前は、このような状況では、重複するオブジェクトをすべて注記から削除する除
外フィルターを作成する必要がありました。さらに、場合によっては、除外フィル
ターを使用しても、寸法注記を適切な方法でセットアップできないことがありまし
た。

ビューレベルの自動寸法

[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスの [寸法の原点] セクションに
は、新しいオプション [または基準線] があります。この新しいオプションには、
寸法に基準線が含められます。このオプションは、[外形寸法]、[メイン部材形状寸
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法]、[フィルター寸法]、[副部材寸法]、[孔寸法]、[リセス 寸法] の各寸法タイプに
使用できます。

溶接と溶接マークを関連するビューにのみ表示可能に

新しい図面レベル設定 [ビューでの溶接の表示] を使用すると、溶接をすべてのビ
ューに表示するか、単一のビューのみに表示するかを選択できます。このプロパテ
ィは、以前のダイアログ ボックスから新しいダイアログ ボックスに移動しました。

操作方法: 標準ファイルをもう一度作成します。

DR_DEFAULT_WELD_SIZE と DR_DEFAULT_HOLE_SIZE が新しい図面
ダイアログ ボックスで機能するようになりました。

以前は、新しいダイアログ ボックスでデフォルトの溶接または孔のサイズが定義
されている場合、テンプレートに正しく表示されませんでした。これらの属性は、
以前のダイアログ ボックスと同じ方法でテンプレートで機能するようになりまし
た。

注 図面ダイアログ ボックスは既に数年前に更新されています。

操作方法:図面 (W、A、および GA セットアップ) で必要なテンプレートを確認して
更新します。

管理者向けリリース ノーツ: その他の一般的な改良点

[ファイル] > [設定] の新しいオプション

DX ビューに影響を与える 2 つの新しいオプションが ファイル --> 設定 に追加さ
れました。[オーバーラップする仕上げ材のハッチ (塗りつぶし)] および [陰線の破
線] オプションを選択します。

これらのオプションは、同じ平面上のオーバーラップする仕上げ材のハッチ (塗り
つぶし) のオンまたはオフ、および部材の縁端線の破線を DirectX でレンダリング
されたモデル ビューに表示するかどうかを制御します。

これらのオプションは、以前に使用されていた詳細設定 
XS_HATCH_OVERLAPPING_FACES_IN_DX と XS_USE_DASHED_HIDDEN_LINES
を置き換えるものです。

くぼみ

くぼみは、[ボルト] プロパティ パネルの新しいプロパティです。

操作方法: 標準ファイルをもう一度作成します。

くぼみに関連する改良点については、「新しいくぼみと、ボルト孔の改良点」 (31 ペ
ージ) を参照してください。
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選択フィルターの速度向上

以前は、ネットワーク ドライブ経由でプロジェクト フォルダーや企業フォルダー
を使用している場合 (特に、フォルダーに多数のサブフォルダが含まれている場
合)、[オブジェクトグループ - 選択フィルタ] ダイアログ ボックスでフィルターを
選択すると非常に時間がかかることがありました。

詳細設定を使用して、最適化されたフィルター選択を有効にできるようになりまし
た。これにより、Tekla Structures セッション中に少なくとも 1 回選択されたフィル
ターを選択するのにかかる時間が短縮されます。初期化 (.ini) ファイルで 
XS_FILTER_DIALOG_USE_CACHED_SEARCH_RESULTS 詳細設定を値 true に設

定することで、最適化を有効にすることができます。この詳細設定は、[詳細設定]
ダイアログ ボックスには表示されません。

例: teklastructures.ini を開き、次の行を追加します。

set XS_FILTER_DIALOG_USE_CACHED_SEARCH_RESULTS=true
操作方法:

Set XS_FILTER_DIALOG_USE_CACHED_SEARCH_RESULTS=true (必要な場

合)。

IFC ファイルの変換時に使用しないプロファイル ファイルのマッピング

IFC オブジェクト変換では、プロファイルをパラメトリック プロファイルにマッピ
ングできます。

操作方法:

必要に応じて MappedProfiles-default.txt を追加します。

オブジェクトの変換とマッピングの詳細については、「IFC オブジェクトをネイテ
ィブの Tekla Structures オブジェクトに変換」 を参照してください。

変換ロジックの詳細については、「IFC オブジェクト変換のプロファイル変換ロジ
ック」 を参照してください。

29.2 管理者向けリリース ノーツ: 鉄骨設定

以下のカスタマイズ設定は、鉄骨ユーザーグループのみに適用されます。

管理者向けリリース ノーツ: 鉄骨コンポーネント (134 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 鉄骨コンポーネント
Tekla Structures 2021 の鉄骨コンポーネントにはいくつかの改良点があります。
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新しいオプションと機能を使用する場合は、標準ファイルを更新します。

これらの改良点の詳細については、Tekla Structures 2021 リリース ノーツの「コン
ポーネントの改良点」 (41 ページ) を参照してください。

29.3 管理者向けリリース ノーツ: コンクリート設定

以下のカスタマイズ設定は、コンクリート ユーザー グループにのみ適用されます。

管理者向けリリース ノーツ: 鉄筋セットの更新 (135 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 自動プレキャスト制作用ツールの更新 (135 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: その他のコンクリートの改良点 (136 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: コンクリート コンポーネント (137 ページ)

管理者向けリリース ノーツ: 鉄筋セットの更新

鉄筋セットに多くの小さな改良が加えられています。Tekla Structures 2021 リリー
ス ノーツの「鉄筋の改良点」 も参照してください。

操作方法:
プロパティ パネルで、鉄筋セットのオブジェクト タイプの標準ファイルを再度作
成します。

作成する最小長:

• 鉄筋セット

• 鉄筋プロパティ モディファイアー

縁端に従う:

• 鉄筋セット

• 鉄筋セットの副部材のガイドライン

• 鉄筋端部ディテール モディファイアーを追加

• 鉄筋プロパティ モディファイアー

• 鉄筋分割線
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管理者向けリリース ノーツ: 自動プレキャスト制作用ツールの更
新

[エクスポートユニテクニック (79)]、[エクスポート：ELiPLAN]、[BVBS エクスポ
ート] には、いくつかの改良点が含まれています。

改良点の詳細については、Tekla Structures 2021 リリース ノートの自動プレキャス
ト制作用ツールの更新 (88 ページ) を参照してください。

管理者向けリリース ノーツ: その他のコンクリートの改良点

新しいテンプレート属性 AREA_FORM_TOP_GLOBAL、
AREA_FORM_SIDE_GLOBAL、AREA_FORM_BOTTOM_GLOBAL
これらのテンプレート属性は、全体座標系において法線ベクトルが次の方向を指し
ている表面積を表示します。

• フォームの上面 (AREA_FORM_TOP_GLOBAL)

• フォームの下面 (AREA_FORM_BOTTOM_GLOBAL)

• フォームの両側 (AREA_FORM_SIDE_GLOBAL)

現場打ちキャスト ユニットの型枠面積を出力するには、これらのテンプレート属
性を CAST_UNIT コンテンツ タイプと共に使用します。これらの属性と面積は、

[上面] 設定には依存していません。

プレキャスト製品の型枠面積を出力するには、テンプレート属性 
AREA_FORM_TOP、AREA_FORM_BOTTOM、AREA_FORM_SIDE を使用します。

操作方法: 必要な [情報] レポートを更新します。

IFC プロパティ セットのエクスポートにおける現場打ちコンクリート プロ
パティ

変更点:
以前は、階層化された現場打ちコンクリート情報を報告する "." タイプ プロパティ
のプロパティ セットを作成することはできませんでした (つまり、"親現場打ちコ
ンクリート ユニットの XXXXX プロパティ")。

このようなタイプのプロパティを持つプロパティ セットが作成された場合
(ASSEMBLY.POUR_UNIT.NAME など)、値 (NAME など) がまったくエクスポートさ

れませんでした (空白で表示されました)。この不具合は修正されました。

実際に、現場打ちコンクリート ユニット情報を IFC エクスポート プロパティ セッ
トで報告できるようになりました。そのため、CIP の目的で既にローカライズされ
たプロパティ セットがある場合、現場打ちコンクリート ユニットまたは現場打ち
コンクリートの親プロパティを報告するいくつかの例を追加できるようになりま
した (現場打ちコンクリート ユニット内の鉄筋、埋込み材、型枠からなど)。
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便利な属性をいくつか紹介します。

POUR_UNIT.NAME - 現場打ちコンクリート ユニットに属する製品 (型枠パネルや

埋込み材など)、および現場打ちコンクリート ユニットに属する鉄筋から、現場打
ちコンクリート ユニット名を報告します。

ASSEMBLY.POUR_UNIT.NAME - 現場打ちコンクリート ユニットに属する部材 (型
枠パネルや埋込み材など) から現場打ちコンクリート ユニット名を報告します。

POUR_OBJECT.xxxxx を「...POUR_UNIT.」の後に追加した場合、現場打ちコ

ンクリート プロパティを報告することもできます。

管理者向けリリース ノーツ: コンクリート コンポーネント
Tekla Structures 2021 のコンクリート コンポーネントにはいくつかの改良点があり
ます。

新しいオプションと機能を使用する場合は、標準ファイルを更新します。

これらの改良点の詳細については、Tekla Structures 2021 リリース ノーツの「コン
ポーネントの改良点」 (41 ページ) を参照してください。
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30ローカライゼーション リリース
ノーツ

環境固有の Tekla Structures ローカライゼーション リリース ノーツは、新しいバー
ジョンの Tekla Structures の新機能と変更された機能を、ローカライゼーションの観
点から紹介しています。 現在の環境でローカライズされた機能が示されており、
ユーザー独自のカスタマイズ作業にも役立ちます。 ローカライゼーション リリー
ス ノーツは、各国のローカライゼーション チームによって提供されます。
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